
日
本
国
憲
法
及
び
国
会
法
制
定
過
程
に
お
け
る
両
院
制
の
構
想

―
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
を
手
が
か
り
に

―

木

下

和

朗

≲
目　

次
≳

序一　

帝
国
憲
法
改
正
案
に
至
る
両
院
制
規
定
の
経
緯
と
特
徴

二　

憲
法
改
正
草
案
に
お
け
る
政
府
の
両
院
制
構
想

三　

国
会
法
制
定
を
め
ぐ
る
政
治

四　

法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権

結
び
に
代
え
て　

―
憲
法
史
と
憲
法
理
論

―

序

　

最
初
に
、
抽
象
か
つ
簡
略
に
と
ど
ま
る
が
、
次
の
点
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
憲
法
付
属
法
の
構
想
は
、
憲
法
の
実
質
内
容
を
具
体

化
す
る
過
程
と
は
い
え
、
単
純
な
論
理
操
作
で
な
く
、
憲
法
制
定
そ
の
も
の
の
政
治
性
と
制
度
構
想
時
の
政
治
状
況
及
び
文
脈
か
ら
の
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影
響
を
必
然
的
に
受
け
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
（
日
本
国

憲
法
第
五
九
条
第
三
項
及
び
国
会
法
第
八
四
条
）
を
素
材
と
し
て
、日
本
国
憲
法
及
び
国
会
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
両
院
制
が
ど
の
よ
う

に
構
想
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
両
院
制
の
構
想
の
一
端

を
整
理
、
検
討
す
る
論
稿（

（
（

（
以
下
「
前
稿
」
と
い
う
。）
を
公
表
し
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
も
考
察
の
対
象
に

し
た
。
本
稿
は
、
前
稿
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
と
国
会
法
制
定
過
程
と
の
関
連
を
明
確
に
し
つ
つ
、
日
本
政
府
・
衆
議

院
・
貴
族
院
・
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
と
い
う
政
治
ア
ク
タ
ー
が
織
り
成
す
政
治
状
況
及
び
文
脈
か
ら
の
影
響
も
考
慮
し
て
、

両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
の
内
容
が
い
か
な
る
議
論
を
経
て
変
遷
し
て
、
衆
議
院
優
越
思
考
が
後
退
し
、
結
果
と
し
て
、
衆
議
院
の
優

越
に
関
し
て
両
義
的
解
釈
が
可
能
と
な
る
条
項
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
本
稿
は
、
先
行
研
究（

（
（

か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
お
り
、

そ
の
知
見
に
概
ね
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
会
法
制
定
過
程
研
究
に
お
い
て
は
、
立
案
過
程
全
体
を
対
象
に
す
る
も
の
の

ほ
か
、
過
程
面
で
はW

illiam
s

指
示
に
代
表
さ
れ
る
総
司
令
部
か
ら
の
影
響
、
内
容
面
で
は
、
常
置
委
員
会
構
想
の
頓
挫
と
常
任
委
員

会
制
の
導
入
な
ど
、
一
九
四
六
年
立
法
府
改
革
法
（Legislative Reorganization A

ct of 1946, Pub. L. N
o. 79-601

）
と
い
う
当
時
の

ア
メ
リ
カ
議
会
改
革
と
の
関
係
が
主
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
両
院
制
の
初
期
構
想
と
い
う
視
角
か
ら
国
会
法

制
定
過
程
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
両
院
制
論
を
立
体
的
に
展
開
す
る
た
め
の
基
礎
考
察
と
位
置
付
け
る
も
の
で

あ
り
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
資
料
も
用
い
て
議
論
を
検
討
し
、
先
行
研
究
の
論
拠
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

帝
国
憲
法
改
正
案
に
至
る
両
院
制
規
定
の
経
緯
と
特
徴

　

両
院
制
規
定

―
特
に
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
関
係

―
に
つ
い
て
、
日
本
国
憲
法
案
と
な
る
帝
国
憲
法
改
正
案
の
衆
議
院
修

正
可
決
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
両
院
制
構
想
の
特
徴
は
、
前
稿
に
お
け
る
考
察（

（
（

を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る（

（
（

。
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第
一
に
、
松
本
烝
治
憲
法
問
題
調
査
委
員
会
委
員
長
が
作
成
し
た
憲
法
改
正
試
案
に
基
づ
く
憲
法
改
正
要
綱
、
及
び
、
宮
沢
俊
義
委

員
が
素
案
を
作
成
し
、「
調
査
委
員
会
で
の
支
配
的
意
見
を
幅
ひ
ろ
く
取
り
入
れ
て
集
大
成
し
た
案（

（
（

」
で
あ
る
乙
案
（
一
九
四
六
年
二
月

二
日
）
に
お
い
て
は
何
れ
も
、
両
院
制
は
、
公
選
勅
任
並
立
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
能
代
表
等
と
い
っ
た
、
衆
議
院
と
異
な

る
組
織
原
則
に
立
ち
な
が
ら
も
民
主
的
正
統
性
を
あ
る
程
度
調
達
し
た
上
、
権
能
関
係
に
お
い
て
衆
議
院
の
優
越
を
認
め
る
こ
と
を
基

調
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
衆
議
院
の
優
越
性
が
具
体
的
内
容
の
レ
ベ
ル
で
徹
底
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

第
二
に
、
①
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
は
一
院
制
を
採
用
し
た
（
第
四
一
条
）
の
に
対
し
て
、
日
本
側
は
両
院
制
の
採
用
を
主
張
し
た
、
②

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
は
「
両
院
共
ニ
民
選
議
員
ヲ
以
テ
構
成
セ
ラ
ル
ル
条
件
下
ニ
」
両
院
制
の
採
用
を
認
容
し
た
と
い
う
経

過
を
経
て
、
三
月
二
日
案
が
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
両
院
制
に
係
る
原
初
案
と
な
っ
た
。
当
該
案
に
お
い
て
は
、
地
域
及
び

職
能
代
表
制
的
性
格
を
有
す
る
公
選
任
命
並
立
制
の
採
用
（
第
四
五
条
第
一
項
）、
及
び
、
半
数
改
選
制
（
第
四
六
条
）
と
い
う
参
議
院
の

構
成
に
係
る
規
定
が
置
か
れ
た
。法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
関
係
に
関
し
て
は
、「
衆
議
院
ニ
於
テ
引
続
キ
三
囘
可
決
シ
テ
参
議
院
ニ
移

シ
タ
ル
法
律
案
ハ
衆
議
院
ニ
於
テ
之
ニ
関
ス
ル
最
初
ノ
議
事
ヲ
開
キ
タ
ル
日
ヨ
リ
二
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
参
議
院
ノ
議
決
ア
ル
ト

否
ト
ヲ
問
ハ
ズ
法
律
ト
シ
テ
成
立
ス
」（
第
六
〇
条
第
三
項
）
と
規
定
し
、
参
議
院
の
権
能
を
遅
延
権
に
制
限
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て

衆
議
院
の
議
決
価
値
の
優
位
を
憲
法
改
正
要
綱
よ
り
も
強
化
し
た
。

　

第
三
に
、三
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
総
司
令
部
と
日
本
政
府
と
の
三
月
二
日
案
の
逐
条
審
議
に
お
い
て
、

参
議
院
の
組
織
及
び
法
律
制
定
に
係
る
衆
議
院
の
優
越
と
い
う
両
院
制
の
主
軸
と
な
る
内
容
に
次
の
通
り
重
要
な
変
更
が
加
え
ら
れ

た
。
①
参
議
院
の
構
成
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
衆
参
両
議
院
と
も
に
「
国
民
ニ
依
リ
選
挙
セ
ラ
レ
国
民
全
体
ヲ
代
表
ス
ル
議
員

ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
規
定
さ
れ
た
。
②
法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
の
優
越
に
関
し
て
、
参
議
院
の
権
能
を
遅
延
権
に
制
限
し
た
日
本

案
に
対
し
て
、
総
司
令
部
側
が
衆
議
院
の
再
議
決
権
を
提
案
し
、
日
本
側
も
受
諾
し
た
。

　

第
四
に
、
三
月
四
日
か
ら
の
逐
条
審
議
結
果
を
反
映
し
、
字
句
を
調
整
し
た
案
文
は
、
閣
議
用
と
し
て
四
〇
部
が
謄
写
印
刷
さ
れ
た
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（
三
月
五
日
案
）。
翌
六
日
、
日
本
政
府
は
憲
法
改
正
草
案
要
綱
を
発
表
し
た
。
当
該
要
綱
は
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
関
係
を
次
の

よ
う
に
規
定
し
た
。

第
五
十
四　

法
律
案
ハ
此
ノ
憲
法
ニ
特
別
ノ
定
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
両
議
院
ニ
於
テ
可
決
シ
タ
ル
時
法
律
ト
シ
テ
成
立
ス

ル
コ
ト

　

衆
議
院
ニ
於
テ
可
決
シ
参
議
院
ニ
於
テ
否
決
シ
タ
ル
法
律
案
ハ
衆
議
院
ニ
於
テ
出
席
議
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
多
数
ヲ
以
テ
再
度
可

決
ス
ル
ト
キ
ハ
法
律
ト
シ
テ
成
立
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト

　

参
議
院
ガ
衆
議
院
ノ
可
決
シ
タ
ル
法
律
案
ヲ
受
領
シ
タ
ル
後
議
会
休
会
中
ノ
期
間
ヲ
除
キ
六
十
日
以
内
ニ
議
決
ヲ
為
ス
ニ
至
ラ
ザ

ル
ト
キ
ハ
衆
議
院
ハ
参
議
院
ガ
右
法
律
案
ヲ
否
決
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト

　

第
五
に
、
憲
法
改
正
草
案
要
綱
公
表
後
、
三
月
一
八
日
か
ら
二
六
日
頃
ま
で
の
間
、
要
綱
の
法
文
化
を
担
っ
た
法
制
局
と
関
係
官
庁

と
の
協
議
を
通
じ
て
要
綱
の
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
、
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
と
し
て
『
要
綱
ニ
関
ス
ル
問
題
（
二
一
・
三
・
二
四
）』

が
残
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
要
綱
第
五
四
に
つ
き
「
本
条
項
ハ
機
微
ナ
ル
事
柄
ナ
ル
ヲ
以
テ
成
可
ク
明
確
ニ
規
定
シ
疑
義
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要

ス
ベ
シ
（
貴
、
衆
）」
と
さ
れ
、
問
題
点
と
し
て
「
参
議
院
ニ
於
テ
修
正
シ
タ
ル
場
合
モ
明
記
ス
ル
ノ
要
ア
ル
ベ
シ
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
①
「
参
議
院
ニ
先
ニ
提
出
シ
タ
ル
法
律
案
ニ
付
テ
ハ
如
何
」、
②
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
法
律
案
が
参
議
院
で
可
決
さ

れ
な
い
場
合
、
衆
議
院
は
再
議
決
に
拠
ら
ず
に
「
両
院
協
議
会
ヲ
開
ク
コ
ト
モ
可
能
ナ
ル
ベ
キ
カ
」
等
の
疑
問
も
挙
げ
ら
れ
た（

（
（

。

　

四
月
五
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
四
月
一
七
日
の
草
案
発
表
を
決
定
、
そ
の
後
の
法
文
修
正
は
法
制
局
に
委
ね
ら
れ
る（

（
（

。
要
綱
の
内
容

訂
正
並
び
に
法
文
化
及
び
口
語
化
に
つ
い
て
は
、
法
制
局
は
総
司
令
部
と
交
渉
し
た（

（
（

（
四
月
二
日
、
九
日
、
一
二
日
）
上
、
総
司
令
部
の

了
承
を
得
て
行
わ
れ
た
。
要
綱
を
法
文
化
し
、
条
文
を
整
理
、
修
正
し
た
第
二
次
草
案
が
憲
法
改
正
草
案
（
四
月
一
三
日
草
案
）
と
し
て

謄
写
印
刷
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
要
綱
か
ら
次
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
①
要
綱
第
三
八
中
「
国
民
ニ
依
リ
選
挙
セ
ラ
レ
全

国
民
ヲ
代
表
ス
ル
議
員
」
か
ら
「
国
民
ニ
依
リ
」
が
削
ら
れ
、「
両
議
院
は
、
全
国
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
こ
れ
を
組
織
す
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る
。」（
第
三
九
条
）
と
規
定
さ
れ
る
。
②
衆
議
院
の
再
議
決
権
に
つ
い
て
、
要
綱
第
五
四
中
「
衆
議
院
ニ
於
テ
可
決
シ
参
議
院
ニ
於
テ

否
決
シ
タ
ル
法
律
案
」
と
い
う
部
分
が
「
衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
」
に
変
更
さ
れ
、「
衆

議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決

し
た
と
き
は
、
法
律
と
な
る
。」（
第
五
五
条
第
二
項
）
と
規
定
さ
れ
る
。
資
料（

（1
（

上
、
総
司
令
部
と
の
交
渉
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
変
更
に
係

る
議
論
を
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
変
更
は
日
本
側
が
「
こ
ち
ら
限
り
で
修
正
し
た（

（1
（

」
点
と
言
え
る
。
四
月
一
五
日
午
後
、

総
司
令
部
と
の
草
案
法
文
の
調
整
、
四
月
一
六
日
、
上
奏
、
枢
密
院
諮
詢
の
手
続
を
経
て
、
四
月
一
七
日
に
政
府
は
憲
法
改
正
草
案
全

文
を
英
訳
と
と
も
に
公
表
し
た
。

　

第
六
に
、
憲
法
改
正
草
案
は
公
表
と
同
日
、
枢
密
院
へ
下
付
さ
れ
、
審
査
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
枢
密
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決

さ
れ
た
（
六
月
八
日
）。
六
月
二
〇
日
、
政
府
は
帝
国
憲
法
改
正
案
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
こ
の
間
、
両
院
制
に
関
わ
る
規
定
の
内
容

に
変
更
は
無
い（

（1
（

。
帝
国
憲
法
改
正
案
中
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
関
係
規
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
十
五
条　

法
律
案
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
両
議
院
で
可
決
し
た
と
き
法
律
と
な
る
。

　

衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再

び
可
決
し
た
と
き
は
、
法
律
と
な
る
。

　

参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
法
律
案
を
受
け
取
つ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
、
議
決
し
な
い
と

き
は
、
衆
議
院
は
、
参
議
院
が
そ
の
法
律
案
を
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

帝
国
憲
法
改
正
案
提
出
後
、
八
月
二
四
日
、
衆
議
院
の
修
正
可
決
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
両
院
制
に
関
わ
る
規
定
の
内
容
に
は
変

更
が
無
い
。
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二　

憲
法
改
正
草
案
に
お
け
る
政
府
の
両
院
制
構
想

　

前
稿（

（1
（

に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
日
本
政
府
内
の
両
院
制
構
想
は
貴
族
院
の
民
主
化
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
。
貴
族
院
を
「
民
主

化
」
す
る
と
い
う
場
合
、
二
つ
の
思
考
に
類
型
化
し
得
る
。
第
一
に
、
公
選
議
員
を
以
て
貴
族
院
を
構
成
す
る
、
貴
族
院
と
内
閣
の
信

任
関
係
を
強
化
す
る
（
貴
族
院
の
内
閣
不
信
任
決
議
権
を
認
め
る
と
と
も
に
貴
族
院
の
解
散
を
導
入
す
る
）
と
い
っ
た
改
革
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
「
民
主
化
」
す
る
一
方
、
両
議
院
の
権
能
の
対
等
性
は
維
持
す
る
と
い
う
≲
構
成
民
主
化
・
権
能
対
等
思
考
≳
で
あ
る
。
第
二
に
、

衆
議
院
と
貴
族
院
の
構
成
の
異
質
性
、
特
に
貴
族
院
議
員
の
任
命
制
を
維
持
し
つ
つ
も
、
貴
族
院
の
権
能
を
衆
議
院
に
比
し
て
縮
減
す

る
ま
た
は
劣
位
に
置
く
こ
と
に
よ
り
「
民
主
化
」
す
る
と
い
う
≲
異
質
構
成
・
衆
議
院
優
越
思
考
≳
で
あ
る
。

　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
手
交
以
前
の
政
府
内
に
お
け
る
両
院
制
構
想
は
異
質
構
成
・
衆
議
院
優
越
思
考
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
総
司
令
部
の
意
向
を
反
映
し
た
変
更
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
両
院
制
は
妥
協
的
性
格
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
政
府
は

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
手
交
後
、
ど
の
よ
う
な
思
考
に
基
づ
き
両
院
制
を
制
度
化
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
帝
国
憲

法
改
正
案
の
議
会
審
議
を
控
え
て
法
制
局
が
作
成
し
た
答
弁
資
料
が
注
目
さ
れ
る
。す
な
わ
ち
、「
答
弁
資
料
と
し
て
も
≲
憲
法
改
正
草

案
逐
条
説
明
≳
第
一
輯
―
第
七
輯
（
昭
和
二
一
・
四
月
及
び
五
月
）
及
び
≲
憲
法
改
正
草
案
に
関
す
る
想
定
問
答
≳
第
一
輯
―
第
七

輯
（
昭
和
二
一
・
四
月
及
び
五
月
）
が
一
応
謄
写
版
で
で
き
て
い
た（

（1
（

」。
当
該
資
料
群
は
、
政
府
内
に
あ
っ
て
当
初
、
両
院
制
を
構
想
し

た
法
制
局
が
、
憲
法
付
属
法
に
係
る
起
草
作
業
が
本
格
化
す
る
「
前
」
の
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
五
月
時
点
で
、
憲
法
改
正
草
案
に
表

れ
た
両
院
制
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

　

当
該
資
料
群
の
う
ち
『
憲
法
改
正
草
案
に
関
す
る
想
定
問
答　

第
五
輯（

（1
（

』
に
次
の
通
り
、
両
院
制
に
係
る
想
定
問
答
が
見
ら
れ
る

（【
資
料
一
】
参
照
）。
第
一
に
、「
両
院
の
組
織
の
差
異
に
つ
き
規
定
な
き
理
由
如
何
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
二
院
制
度
を
採
る
以
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上
両
院
の
組
織
は
具
体
的
に
は
相
異
ら
し
め
な
け
れ
ば
二
院
制
度
の
意
味
が
な
い
」
と
い
う
前
提
を
と
る
。
憲
法
改
正
草
案
が
「
第
四

十
一
條
及
第
四
十
二
條
の
外
明
文
の
規
定
を
置
い
て
居
な
い
」
理
由
は
「
時
代
の
要
求
に
則
し
て
規
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
居
る
」

か
ら
で
あ
り
、「
両
院
お
の
お
の
異
つ
た
角
度
か
ら
見
て
、
全
國
民
を
代
表
す
る
、
適
實
な
工
夫
を
用
ふ
べ
き
こ
と
が
、
今
後
残
さ
れ
た

立
法
上
の
課
題
と
な
る
」
と
す
る
。
第
二
に
、「
各
国
の
両
院
制
の
傾
向
と
改
正
案
の
そ
れ
と
の
関
係
如
何
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
貴
族
院
を
念
頭
に
、「
形
式
上
両
院
に
分
れ
て
ゐ
て
も
、一
院
の
意
志
が
他
院
の
意
思
に
よ
つ
て
圧
倒
さ
れ
る
可
能
性
が
法
律

的
に
み
と
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
完
全
な
両
院
制
と
は
い
へ
な
い
」
と
い
う
宮
澤
俊
義
『
憲
法
略
説
』
の
記

述
を
引
用
し
て
、
参
議
院
は
「
一
院
の
意
志
が
他
院
の
意
思
に
よ
つ
て
圧
倒
さ
れ
る
可
能
性
が
法
律
的
に
み
と
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
「
第

二
院
的
性
格
」の
議
院
と
「
同
様
で
あ
る
」
と
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
政
府
内
で
は
、
参
議
院
の
構
成
に
つ
い
て
選
挙
さ
れ
た
全
国
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
と
異
質
構

成
と
の
折
り
合
い
を
図
る
一
方
、
両
院
の
権
能
関
係
に
つ
い
て
は
衆
議
院
優
越
思
考
を
維
持
し
て
両
院
制
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
は
、
政
治
ア
ク
タ
ー
間
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
現
れ
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、「
制
度
そ
の
も
の
が
内
包
す
る
歪
み（

（1
（

」
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
両

院
関
係

―
両
院
の
権
能
か
ら
、
議
決
価
値
の
優
劣
、
両
院
不
一
致
の
調
整
、
議
事
手
続
の
「
流
儀
」
に
至
る
ま
で

―
は
、
衆
議

院
の
優
越
の
本
質
を
究
明
し
て
構
想
し
た
と
は
言
い
難
い
。
以
下
、
日
本
国
憲
法
第
五
九
条
第
三
項
の
追
加
修
正
と
国
会
法
第
八
四
条

の
制
定
の
過
程
を
繙
き
つ
つ
、
そ
の
「
歪
み
」
を
検
討
す
る
。
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三　

国
会
法
制
定
を
め
ぐ
る
政
治

（
一
）
一
九
四
五
～
四
七
年
の
政
治
状
況
及
び
文
脈

　

第
八
九
回
か
ら
第
九
一
回
帝
国
議
会
に
対
応
す
る
時
期
を
中
心
に
、
背
景
と
な
る
政
治
状
況
及
び
文
脈
を
概
観
す
る（

（1
（

。

　

第
一
に
、
政
党
及
び
衆
議
院
の
構
成

―
政
界

―
の
再
編
及
び
流
動
化
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
九
月
、
戦
時
中
の
体
制
を
引
き

ず
る
大
日
本
政
治
会
等
が
解
散
し
、
諸
政
党
が
相
次
い
で
復
活
し
た
。
戦
前
非
合
法
政
党
だ
っ
た
共
産
党
は
、
総
司
令
部
が
発
し
た
政

治
的
民
事
的
及
び
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
の
除
去
に
関
す
る
覚
書
（
一
〇
月
四
日
）
を
契
機
に
、
公
然
活
動
を
再
開
し
た
。
一
一
月

以
降
、
戦
前
の
政
党
指
導
層
を
基
礎
と
し
て
、
旧
政
友
会
正
統
派
が
中
心
と
な
り
日
本
自
由
党
が
結
成
さ
れ
、
旧
政
友
会
の
革
新
派
及

び
民
政
党
系
の
日
本
進
歩
党
が
結
成
さ
れ
た
。
旧
無
産
政
党
は
合
同
し
て
、
日
本
社
会
党
を
結
成
し
た
。
さ
ら
に
、
無
所
属
倶
楽
部
、

日
本
協
同
党
の
結
成
と
続
い
た
。

　

こ
の
再
編
過
程
は
、
政
党
間
の
合
従
連
衡
に
と
ど
ま
ら
ず
、
衆
議
院
議
員
を
含
む
戦
時
中
の
指
導
層
の
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
の
追
及

と
公
職
追
放
に
よ
り
、
政
治
指
導
層
の
交
替
を
と
も
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
一
月
四
日
、
総
司
令
部
は
、
公
務
従
事
に
適
せ
ざ
る
者
の

公
職
か
ら
の
除
去
に
関
す
る
覚
書
、
及
び
、
政
党
、
政
治
結
社
、
協
会
及
び
そ
の
他
の
団
体
の
廃
止
に
関
す
る
覚
書
を
発
し
、
二
月
、

日
本
政
府
は
公
職
追
放
令
を
制
定
し
て
、
こ
の
指
令
を
実
施
し
た
。
五
月
四
日
、
幣
原
喜
重
郎
首
相
が
後
継
首
班
と
し
て
鳩
山
一
郎
自

由
党
総
裁
を
内
奏
し
た
直
後
、
鳩
山
が
追
放
指
令
を
受
け
た
こ
と
は
象
徴
的
事
例
で
あ
る
。

　

四
月
一
〇
日
、
第
八
九
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
改
正
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
法
（
男
女
普
通
選
挙
、
大
選
挙
区
制
限
連
記
制
）
に
基

づ
き
、
第
二
二
回
衆
議
院
総
選
挙
が
施
行
さ
れ
た
。
当
該
選
挙
に
は
、
多
数
の
新
人
が
立
候
補
し
、
既
成
政
党
に
加
え
て
諸
派
政
党
の

候
補
者
が
乱
立
し
た
。
結
果（

（1
（

、
無
所
属
（
八
〇
議
席
）
を
含
む
自
由
党
（
一
四
一
議
席
）
及
び
進
歩
党
（
九
四
議
席
）
と
い
う
保
守
系
が
多
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数
を
占
め
た
一
方
、
社
会
党
が
第
三
党
に
な
り
（
九
四
議
席
）、
共
産
党
は
五
議
席
を
得
た
。
た
だ
し
、
衆
議
院
に
お
い
て
単
独
過
半
数

を
占
め
る
会
派
は
無
か
っ
た
。
三
九
人
の
女
性
議
員
を
含
む
当
選
者
の
八
一
％
が
初
当
選
と
な
り
、
衆
議
院
議
員
の
構
成
が
大
き
く
変

化
し
た
。議
会
中
、「
新
人
を
中
心
と
す
る
院
内
会
派
の
再
編
成
が
目
ま
ぐ
る
し
く
行
わ
れ
」、「
既
成
の
政
党
内
部
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
の
指
導
者
に
対
す
る
批
判
や
新
し
い
政
党
の
あ
り
方
を
目
指
す
動
き
が
出
始
め
て
い
た（

（2
（

」。

　

第
二
に
、
内
閣
の
脆
弱
な
政
治
基
盤
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
の
議
会
審
議
及
び
国
会
法
制
定
の
時
期
は
第
一
次
吉
田
茂
内

閣
に
あ
た
る（

（2
（

。
一
九
四
六
年
四
月
の
総
選
挙
後
、「
幣
原
内
閣
居
座
り
工
作
と
幣
原
の
進
歩
党
総
裁
へ
の
就
任
、
野
党
四
党
に
よ
る
退
陣

要
求
、
幣
原
内
閣
の
総
辞
職
決
定
、
度
重
な
る
連
立
交
渉
、
自
由
党
の
鳩
山
一
郎
総
裁
へ
の
大
命
降
下
と
直
後
の
公
職
追
放
と
、
事
態

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
た（

（2
（

」。
結
局
五
月
、
幣
原
内
閣
の
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
吉
田
が
首
相
と
な
り
、
吉
田
内
閣
が
自
由
党
及
び
進
歩

党
を
与
党
と
し
て
成
立
し
た
。
し
か
し
、
吉
田
首
相
が
衆
議
院
議
員
で
な
い
上
、
議
席
を
有
す
る
大
臣
も
五
人
に
と
ど
ま
り
、「
議
会
に

基
盤
を
内
閣
と
は
言
え
な
か
っ
た（

（2
（

」。
吉
田
は
八
月
に
自
由
党
総
裁
に
就
任
し
た
も
の
の
、
鳩
山
系
の
影
響
力
は
大
き
く
、
芦
田
均
を
担

い
で
勢
力
拡
大
を
図
る
若
手
の
存
在
な
ど
、
党
内
を
掌
握
す
る
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。
第
一
次
内
閣
期
中
、
吉
田
首
相
の
政
治

基
盤
は
、
総
司
令
部
と
の
連
絡
ル
ー
ト
、
経
済
安
定
本
部
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
党
と
の
連
立
内
閣
工
作
の
失

敗
（
一
九
四
七
年
一
月
）
に
代
表
さ
れ
る
通
り
、
吉
田
は
政
治
権
力
の
維
持
と
強
化
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

第
三
に
、
日
本
を
占
領
し
た
連
合
国
軍
に
よ
る
間
接
統
治
の
影
響
で
あ
る
。
間
接
統
治
は
、
連
合
国
が
「
政
府
を
『
利
用
』
は
す
る

が
『
指
示
』
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
採
用
さ
れ
」、「
政
府
が
国
民
の
信
頼
を
得
て
占
領
政
策
に
協
力
し
続
け
る
限
り
で
維
持
し
得

る
方
式
で
あ
っ
た（

（2
（

」。
し
た
が
っ
て
、
総
司
令
部
は
、
占
領
政
策
を
実
施
す
る
に
際
し
て
、
国
内
の
統
治
機
構
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
外

観
を
と
る
一
方
、
日
本
政
治
の
状
況
並
び
に
制
度
、
政
策
の
内
容
に
対
し
て
陰
に
陽
に
介
入
し
た
。
こ
れ
は
、
新
憲
法
の
た
め
の
国
会

制
度
形
成
に
関
し
て
も
例
外
で
な
い（

（2
（

。

　

第
四
に
、
法
制
改
革
が
当
時
の
政
治
課
題
と
し
て
必
ず
し
も
優
位
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
法
制
改
革
は
日
本
国
憲
法
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の
成
立
に
と
も
な
う
喫
緊
か
つ
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
敗
戦
後
の
当
時
、
国
民
は
食
糧
難
、
生
活
難
に
喘
ぎ
、
経
済
と

社
会
も
混
乱
の
只
中
に
あ
っ
た
。
労
働
運
動
が
ス
ト
攻
勢
な
ど
先
鋭
化
し
、
衆
議
院
内
で
は
左
傾
化
が
強
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
内

閣
は
じ
め
政
治
指
導
層
は
、
戦
後
危
機
の
緩
和
や
復
興
策
、
政
治
の
左
傾
化
に
対
す
る
対
応
に
自
ら
の
能
力
と
時
間
を
大
き
く
割
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

第
五
に
、
法
制
改
革
に
お
け
る
官
僚
の
主
体
的
役
割
で
あ
る（

（2
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
多
く
の
政
治
家
が
憲
法
改
正
を
別
に
し
て
法
制
改

革
に
本
腰
を
入
れ
ら
れ
な
い
、
間
接
統
治
を
実
施
す
る
た
め
に
日
本
側
の
機
構
が
不
可
欠
で
あ
る
、
敗
戦
後
の
混
乱
解
消
と
復
興
の
た

め
に
行
政
需
要
が
増
大
す
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
官
僚
が
法
制
改
革
の
内
容
形
成
に
お
い
て
主
体
的
役
割
を
担
っ
た
。
後
述
す
る

通
り
、
国
会
法
に
つ
い
て
も
、
貴
衆
両
議
院
事
務
局
、
政
府
三
者
間
の
検
討
成
果
に
基
づ
き
、
衆
議
院
事
務
局
が
立
案
を
担
っ
た
。
両

院
協
議
会
請
求
権
規
定
の
制
定
に
お
い
て
も
、
官
僚
Ｏ
Ｂ
の
議
員
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

（
二
）
国
会
法
の
制
定
過
程

　

憲
法
付
属
法
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
国
会
法
は
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
起
草
さ
れ
て
い
る
。
赤
坂
幸
一（

（2
（

に
よ
る
区
分
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
国
会
法
の
制
定
過
程
は
次
の
よ
う
に
区
分
で
き
る
。

第
一
期　

「
要
綱
の
時
代（

（2
（

」

法
制
局
・
貴
衆
両
議
院
事
務
局
の
事
前
折
衝
（
一
九
四
六
年
六
〜
七
月
）

臨
時
法
制
調
査
会
及
び
議
院
法
規
調
査
委
員
会
に
お
け
る
国
会
法
案
要
綱
の
作
成
（
同
年
七
〜
八
月
）

第
二
期　

衆
議
院
に
お
け
る
国
会
法
案
起
草

衆
議
院
（
書
記
官
会
議
及
び
議
院
法
規
調
査
委
員
会
）
に
お
け
る
条
文
の
起
草
（
一
九
四
六
年
一
〇
〜
一
二
月
）

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
指
示（

（2
（

（W
illiam

s

指
示
）
及
び
交
渉
（
同
年
一
一
〜
一
二
月
）
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第
三
期　

帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議

貴
族
院
に
お
け
る
反
対
と
審
議
未
了
廃
案
（
一
九
四
六
年
一
二
月
）

貴
衆
両
議
院
の
折
衝
と
国
会
法
の
成
立
（
一
九
四
七
年
一
〜
三
月
）

第
四
期　

枢
密
院
審
議
と
国
会
法
公
布
（
同
年
四
月
）

（
三
）
国
会
法
案
の
起
草
主
体
の
変
遷

　

本
稿
に
お
け
る
考
察
の
前
提
と
し
て
、
第
一
期（

（3
（

か
ら
第
二
期
へ
の
転
換
が
重
要
で
あ
る
。

　

元
来
、
国
会
法
（
議
院
法
改
正

（
（3
（

）
は
、
他
の
憲
法
付
属
法
と
同
じ
く
、
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
い
て
政
府
主
導
で
起
草
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
七
月
三
日
、
臨
時
法
制
調
査
会
が
内
閣
の
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
任
務
は
、
内
閣
の
諮
問
に

応
じ
て
憲
法
改
正
に
と
も
な
い
制
定
又
は
廃
止
を
必
要
と
す
る
主
要
法
律
の
要
綱
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
部
会
が
「
国
会
関
係
法

案
の
要
綱
」
を
担
当
し
、
要
綱
の
内
容
は
第
二
部
小
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
法
制
局
及
び
貴
衆
両
議
院
事
務
局
の

事
務
官
に
よ
る
事
前
検
討
が
小
委
員
会
審
議
の
素
地
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
総
司
令
部
は
衆
議
院
側
に
、
議
会
と
議
員
の
権
威
を
高
め
る
た
め
、
新
憲
法
下
の
議
会
の
組
織
及
び
手
続
に
つ
い
て
衆
議
院

が
主
体
的
に
措
置
す
る
よ
う
働
き
掛
け
た
。
一
九
四
六
年
六
月
以
降
、Guy J Sw

ope

民
政
局
立
法
連
絡
係
長
は
、
樋
貝
詮
三
衆
議
院

議
長
と
会
談
し
、
特
別
委
員
会
設
置
に
よ
る
議
院
法
改
正
を
勧
め
た
。
樋
貝
は
こ
の
勧
奨
に
頑
強
に
抵
抗
し
た
も
の
の
、
六
月
中
旬
、

Sw
ope

の
説
得
が
功
を
奏
し
、
樋
貝
は
新
た
な
委
員
会
設
置
に
同
意
し
た（

（3
（

。
六
月
一
八
日
、
衆
議
院
の
各
派
交
渉
会
に
お
い
て
、
二
二

人
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
議
院
法
規
調
査
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た（

（3
（

。
同
委
員
会
は
、
七
月
四
日
、
各
党
派
か
ら
委
員
を
選
任
、

七
月
中
旬
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
の
間
、
国
会
法
案
の
要
綱
を
審
議
、
決
定
し
た
。
八
月
二
三
日
衆
議
院
議
長
に
勅
任
さ
れ
た
山
崎
猛

は
、
樋
貝
と
異
な
り
、
委
員
会
に
よ
る
国
会
法
要
綱
案
を
積
極
的
に
支
援
す
る
立
場
だ
っ
た（

（3
（

。
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こ
の
結
果
、
国
会
法
案
の
要
綱
に
つ
い
て
は
、
臨
時
法
制
調
査
会
が
作
成
し
た
『
議
院
法
改
正
の
項
目
〔
改
訂
版
〕』
と
議
院
法
規
調

査
委
員
会
が
決
定
し
た
『
新
憲
法
ニ
基
キ
國
会
法
ニ
規
定
ス
ル
事
項
』
と
が
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、「
両
委
員
会
は
必
ず
し

も
対
抗
関
係
に
は
な
く
、
後
者
が
前
者
の
検
討
作
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
要
綱
案
の
立
案
が
進
め
ら
れ（

（3
（

」
た
。

　

一
〇
月
七
日
、
帝
国
憲
法
改
正
案
が
両
院
を
通
過
し
た
後
、
第
九
〇
回
帝
国
議
会
会
期
終
了
（
一
〇
月
一
一
日
）
を
契
機
に
、
国
会
法

案
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
っ
た
。
衆
議
院
事
務
局
内
で
法
案
の
起
草
作
業
の
中
心
を
担
っ
た
西
沢
哲
四
郎
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い

る
（
（3
（

。「
議
院
法
の
改
正
を
内
閣
提
出
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
衆
議
院
議
員
の
提
出
と
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
内
閣
側
と
議
院
の
側

と
で
相
当
議
論
が
あ
つ
た
」。「
結
局
新
憲
法
の
趣
旨
に
の
つ
と
り
ま
し
て
、
議
員
提
出
と
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
相
な

り
ま
し
た
」。
結
果
、
議
院
法
規
調
査
委
員
会
の
下
、
衆
議
院
事
務
局
が
、
一
〇
月
中
旬
以
降
連
日
会
議
を
開
き
、『
新
憲
法
ニ
基
キ
國

会
法
ニ
規
定
ス
ル
事
項
』
に
基
づ
い
て
国
会
法
案
起
草
の
任
に
当
た
っ
た
。
一
〇
月
二
二
日
に
は
、
衆
議
院
議
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣

に
対
し
、
国
会
法
案
は
次
の
臨
時
会
（
第
九
一
回
帝
国
議
会
）
に
衆
議
院
よ
り
提
出
す
る
旨
を
通
知
し
た
。

　

他
方
、
戦
犯
容
疑
者
の
追
及
及
び
公
職
追
放
は
貴
族
院
の
人
的
構
成
に
も
大
き
く
影
響
し
た（

（3
（

。
徳
川
圀
順
議
長
を
は
じ
め
、
多
数
の

議
員
が
公
職
追
放
の
対
象
に
な
り
、
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
の
時
点
で
議
員
総
数
四
二
〇
人
中
、
辞
職
者
は
一

七
八
人
に
達
し
た（

（3
（

。
辞
職
議
員
を
補
充
す
る
た
め
、
佐
々
木
惣
一
、
宮
澤
俊
義
、
高
柳
賢
三
、
牧
野
英
一
な
ど
、
新
た
に
勅
任
さ
れ
た

勅
選
議
員
が
帝
国
憲
法
改
正
案
の
審
議
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
第
九
一
回
帝
国
議
会
以
降
、
貴
衆
間
の
「
必
死
の
調
整
作
業（

（3
（

」

を
担
っ
た
大
木
操
（
四
（
五
）
参
照
）
は
勅
選
議
員
で
あ
る
も
の
の
、
四
五
年
一
〇
月
に
勅
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
辞
職
補
充
と
は

直
接
関
係
し
な
い
。
こ
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
貴
族
院
独
自
の
改
革
の
機
運
も
衰
え
て
い
っ
た
。
小
林
次
郎
貴
族
院
書
記
官
長
の
日
記

に
拠
る
と
、
一
九
四
五
年
九
月
二
九
日
、「
貴
族
院
制
度
調
査
委
員
会
（
三
十
名
）、
機
熟
せ
る
に
よ
り
（
八
条マ

マ
〔
隆
正
〕
子
〔
爵
〕
発

言
）
設
置
す
る
こ
と
。
正
式
に
は
三
日
世
話
人
理
事
会
を
開
き
決
定
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
早
く
も
一
〇
月
一
八
日
に
は
「
貴

族
院
制
度
調
査
委
員
会
。
暫
く
休
業
に
決
す（

（4
（

」
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
衆
議
院
及
び
総
司
令
部
側
は
、
国
会
法
の
立
案
過
程
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に
貴
族
院
は
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
西
沢
は
、
国
会
法
案
の
「
場
合
は
議
員
提
出
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
当
然
貴
族
院
は
無
視
と
い
つ
て
は
悪
い
の
で
す
が
、
問
題
に
し
な
い
の
で
、
衆
議
院
だ
け
で
や
る
と
い
う
こ
と
だ
つ

た
の
で
す
ね
。」
と
い
う
佐
藤
功
の
問
い
に
「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
第
二
次
案
か
第
三
次
案
あ
た
り
の
と
き
に
参
議
院
〔
筆

者
註
：
貴
族
院
。
次
も
同
じ
〕
の
方
に
ま
わ
し
て
、
参
議
院
の
事
務
局
の
意
見
を
聞
い
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す（

（4
（

。」
と
証
言
す
る
。

　

当
時
、
政
府
又
は
衆
議
院
の
何
れ
が
国
会
法
案
を
起
草
、
提
出
す
る
か
は
、
新
憲
法
下
の
国
民
代
表
機
関
か
つ
「
唯
一
の
立
法
機
関
」

（
日
本
国
憲
法
第
四
一
条
）
で
あ
る
国
会
の
組
織
及
び
手
続
の
規
律
の
あ
り
方
と
い
う
国
会
法
の
性
格
に
係
る
議
論
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
政
治
権
力
の
均
衡
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
衆
議
院
が
主
体
と
な
る
国
会
法
案
の
立
案
及
び
提
出
は
、
政
党
再
編

と
流
動
化
の
な
か
で
内
閣
が
衆
議
院
多
数
派
を
掌
握
し
き
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
、
総
司
令
部
か
ら
の
支
持
を
背
景
に
、
衆
議
院
が
政

府
及
び
貴
族
院
に
対
し
て
政
治
的
優
位
に
立
と
う
と
す
る
動
向
の
現
れ
の
一
つ
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
法
の
制
定
過
程
は
、

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
に
よ
り
、
政
府
の
関
与
が
厳
重
に
禁
止
さ
れ
た
だ
け
で
は
済
ま
」
ず
、「
貴
族
院
も
ま
た
、
国
会
法
の
実
質
的
な
起
草

作
業
の
ほ
と
ん
ど
の
局
面
で
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
、
法
案
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
参
加
の
機
会
を
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る（

（4
（

」。

（
四
）
衆
議
院
優
越
の
風
潮

　

衆
議
院
が
総
司
令
部
の
支
持
を
背
景
に
政
治
勢
力
の
増
大
を
図
る
影
響
は
両
院
制
構
想
に
も
及
ぶ
。つ
ま
り
、「
帝
国
憲
法
改
正
案
が

衆
議
院
の
審
議
に
入
る
こ
と
に
な
る
と
、
か
つ
て
二
院
制
を
支
持
し
て
い
た
者
の
中
に
も
二
院
制
に
懐
疑
的
な
意
見
を
持
つ
者
が
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た（

（4
（

」。
こ
の
衆
議
院
優
越
の
風
潮
は
、
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
小
委
員
会
に
お
け
る
北
昤
吉
に
よ
る
次
の
発

言
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
衆
議
院
に
於
て
は
、
一
院
制
を
支
持
す
る
議
論
が
な
か
ゝ
活
發
に
な
っ
て
来
て
居
ま
す
。
先
づ

社
會
党
は
、
参
議
院
が
職
能
代
表
に
な
ら
な
い
な
ら
二
院
制
は
反
対
だ
と
い
ふ
空
気
が
濃
厚
で
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
今
日
〔
一
九
四
六
年
七
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月
一
九
日
〕
犬
養
〔
健
〕
君
の
一
院
制
支
持
の
試
案
の
發
表
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
が
機
縁
に
な
っ
て
進
歩
党
の
若
い
連
中
が

五
〇
名
位
集
っ
て
、
一
院
制
支
持
の
気
勢
を
擧
げ
か
か
っ
て
居
ま
す（

（4
（

」。

　

貴
族
院
に
お
い
て
も
、衆
議
院
優
越
の
風
潮
は
十
分
に
意
識
さ
れ
た
。「
衆
議
院
デ
ハ
五
十
九
條
ノ
解
釋
カ
ラ
法
律
案
ノ
場
合
ニ
ハ
兩

院
協
議
會
ノ
問
題
ヲ
生
ジ
ナ
イ
ダ
ラ
ウ
ト
云
フ
解
釋
ガ
ア
ル
ヤ
ウ
デ
ア
ル
」（
宮
沢
俊
義
小
委
員
の
発
言
）
こ
と
、
さ
ら
に
進
ん
で
、「
最

近
ノ
衆
議
院
デ
ハ
五
十
九
條
二
項
ノ
場
合
ニ
ハ
兩
院
協
議
會
ヲ
認
メ
ザ
ル
コ
ト
ト
決
メ
タ
」（
浅
井
清
小
委
員
の
発
言
）
こ
と（

（4
（

が
、
貴
族

院
段
階
で
の
憲
法
第
五
九
条
第
三
項
の
追
加
提
案
の
背
景
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四　

法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権

（
一
）
問
題
の
所
在

　

帝
国
憲
法
改
正
案
に
拠
る
と
、「
法
律
案
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
両
議
院
で
可
決
し
た
と
き
法
律
と

な
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
、「
衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決
し
た
と
き
は
、
法
律
と
な
る
」
と
し
て
、
衆
議
院
の
再
可
決
に
よ
る
法
律
制
定
を
認
め
る
。
こ
れ
は
日

本
国
憲
法
第
五
九
条
第
一
項
・
第
二
項
で
も
同
じ
で
あ
る
（
本
節
に
お
い
て
は
、
行
論
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
、
日
本
国
憲
法
の
条
項
を

用
い
る
）。
た
だ
し
、
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
及
び
国
会
法
制
定
過
程
に
お
い
て
は
、
①
第
五
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
み
が
規
定
さ

れ
る
状
況
の
下
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
を
認
め
る
か
、
②
第
五
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
射
程
と
し
て
、
衆
議

院
先
議
法
律
案
に
限
る
か
、
参
議
院
先
議
法
律
案
の
取
扱
い
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

第
一
の
問
題
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
帝
国
議
会
と
の
対
比
か
ら
生
ず
る
。
帝
国
議
会
に
お
け
る
両
院
協
議
会
の
開
催
請
求
に
関

し
て
は
、
議
院
法
が
「
乙
議
院
ニ
於
テ
甲
議
院
ヨ
リ
移
シ
タ
ル
議
案
ニ
対
シ
之
ヲ
修
正
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
甲
議
院
ニ
回
付
ス
ヘ
シ
甲

岡　法（68―３・４） 310
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議
院
ニ
於
テ
乙
議
院
ノ
修
正
ニ
同
意
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
奏
上
ス
ル
ト
同
時
ニ
乙
議
院
ニ
通
知
ス
ヘ
シ
若
之
ニ
同
意
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
両

院
協
議
会
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
求
ム
ヘ
シ
」（
第
五
五
条
）
と
規
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
貴
衆
両
院
の
権
能
が
対
等
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
議
案
、
案
件
を
問
わ
ず
、
両
院
協
議
会
が
請
求
で
き
る
場
合
を
、
先
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
議
案
を
後
議
院
が
修
正
議
決
し
、
回

付
し
た
議
案
に
先
議
院
が
同
意
し
な
い
と
き
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
先
議
院
は
両
院
協
議
会
を
請
求
す
る
義
務
が
あ
り
、
請

求
さ
れ
た
後
議
院
に
は
こ
れ
を
拒
否
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
五
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
予
算
、
条

約
の
承
認
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
場
合
と
異
な
り
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
を
明
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
の
優
越
の
理
解
に
関
わ
り
、
憲
法
又
は
国
会
法
上
、
法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
を
認
め
る
べ

き
か
が
そ
も
そ
も
問
題
に
な
る
。

　

第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
法
律
案
に
関
し
て
衆
参
両
議
院
の
議
決
が
異
な
る
」
と
い
う
場
合
、
具
体
的
状
況
は
次
の
よ
う
に
区
別

で
き
る
。
衆
議
院
先
議
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
①
参
議
院
が
否
決
す
る
場
合
。
②
参
議
院
が
修
正
議
決
し
、
参
議
院
か
ら
の
回
付
案
に

衆
議
院
が
同
意
し
な
い
場
合
。
参
議
院
先
議
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
③
衆
議
院
が
否
決
す
る
場
合
。
④
衆
議
院
が
修
正
議
決
し
、
衆
議

院
か
ら
の
回
付
案
に
参
議
院
が
同
意
し
な
い
場
合
。
こ
こ
で
、
第
五
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
射
程
と
し
て
、
衆
議
院
が
ど
の
場
合

に
再
議
決
権
を
行
使
で
き
る
の
か
、
つ
ま
り
、
憲
法
上
衆
議
院
の
優
越
の
対
象
と
な
る
法
律
案
の
範
囲
、
さ
ら
に
、
参
議
院
が
ど
の
場

合
に
両
院
協
議
会
請
求
を
通
じ
た
調
整
を
図
り
得
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
①
の
場
合
に
参
議
院
が
両
院
協
議
会
請
求
で
き

る
と
す
る
な
ら
ば
当
然
、
そ
れ
は
衆
議
院
の
再
議
決
権
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の
議
院
が
ど
の
場
合
に
両
院
協
議
会
を
請
求
で

き
る
か
に
よ
り
、
両
院
間
に
お
け
る
法
律
制
定
を
主
導
す
る
か
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
要
綱
の
時
代

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
取
扱
い
は
、
前
述
し
た
通
り
（
一
参
照
）、
憲
法
改
正
草
案
要
綱
を
条
文
化
す
る
段
階
、
法
制
局
と
貴
衆
両
議
院
事
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務
局
等
と
の
協
議
に
お
い
て
既
に
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
け
る
議
院
法
改
正
の
検
討
過
程
で
も
、
対
立
が
見
ら
れ
る
。『
議
院
法
の
改
正
に
関
す
る
研
究
項

目
』
に
お
い
て
「（
一
〇
）
第
五
十
五
條
に
関
連
し
て　

（
イ
）
両
院
協
議
会
に
関
す
る
規
定
の
要
否
」
と
し
て
検
討
課
題
に
挙
げ
ら
れ

た
。
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、「
①
法
律
案
に
つ
い
て
は
両
院
協
議
会
を
認
め
な
い
趣
旨
と
解
す
る
立
場
（
大

池
＝
衆
議
院
）
と
、
②
法
律
レ
ヴ
ェ
ル
で
両
院
協
議
会
制
度
を
規
定
し
う
る
と
解
す
る
立
場
（
入
江
・
佐
々
木
〔
惣
一
〕・
山
田
〔
三

良
〕・
法
制
局
）
と
が
対
立
し
、
ま
た
規
定
す
る
場
合
の
両
院
協
議
会
の
有
様
に
つ
い
て
議
論
が
白
熱
し
た（

（4
（

」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

（
三
）
憲
法
第
五
九
条
第
三
項
の
追
加
修
正

―
先
手
を
打
つ
貴
族
院

―

　

貴
族
院
段
階
に
お
け
る
帝
国
憲
法
改
正
案
の
修
正
の
一
つ
と
し
て
、「
前
項
の
規
定
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衆
議
院

が
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
い
う
第
五
九
条
第
三
項
の
挿
入
が
あ
る（

（4
（

。
貴
族
院
に
お
け
る
議

論
の
詳
細
は
前
稿
に
譲
り（

（4
（

、
こ
こ
で
は
、
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
会
に
お
け
る
金
森
徳
次
郎
国
務
大
臣
の
答
弁
を
通
じ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
、
当
時
の
政
府
解
釈
が
次
の
二
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い（

（5
（

。
①
第
五
九
条
第
二
項
の
規
律
対
象
は
衆
議
院
先

議
の
法
律
案
で
あ
る
。
同
条
第
三
項
は
、
衆
議
院
先
議
法
律
案
を
参
議
院
が
否
決
又
は
修
正
し
た
場
合
、
衆
議
院
の
み
が
両
院
協
議
会

の
開
催
請
求
権
を
保
持
し
、
衆
議
院
は
再
議
決
又
は
両
院
協
議
会
開
催
請
求
の
何
れ
も
選
択
で
き
る
趣
旨
で
あ
る
。
②
参
議
院
先
議
の

法
律
案
の
ほ
か
、
憲
法
が
衆
議
院
の
優
越
を
明
定
し
て
い
な
い
案
件
の
両
院
協
議
会
請
求
権
に
つ
い
て
、
憲
法
は
規
律
す
る
こ
と
な
く
、

国
会
法
の
定
め
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
案
に
つ
い
て
参
議
院
が
両
院
協
議
会
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
こ

の
解
釈
は
、
法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
の
優
越
が
憲
法
原
則
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
も
、
再
議
決
と
両
院
協
議
会
請
求
の
選

択
権
を
衆
議
院
先
議
法
律
案
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
議
院
の
権
能
と
一
定
の
均
衡
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
九
条
第
三
項
の
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追
加
修
正
は
、
以
上
の
政
府
解
釈
を
貴
族
院
が
了
解
し
て
、
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
該
修
正
の
趣
旨
に
関
す
る
下
條
康
麿
議
員
（
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
及
び
小
委
員
）
に
よ
る
発
言
は
、
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え

て
理
解
で
き
る
。「
法
律
案
に
付
き
ま
し
て
は
、〔
両
院
協
議
会
〕
制
度
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
併
し
な
が
ら
政
府
の
庶
幾
す
る
所

は
、
必
ず
し
も
さ
う
云
ふ
憲
法
に
現
れ
て
居
る
や
う
な
兩
院
協
議
會
を
認
め
な
い
趣
意
で
は
な
く
、
…
…
法
律
の
定
め
る
所
に
依
つ
て

兩
院
協
議
會
を
設
け
た
い
と
云
ふ
考
の
や
う
で
あ
り
ま
す
、
固
よ
り
さ
う
あ
る
べ
き
こ
と
と
考
へ
ま
し
て
、
第
五
十
九
條
の
第
三
項
に

…
…『
前
項
の
規
定
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衆
議
院
が
兩
議
院
の
協
議
會
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
』
と
云

ふ
規
定
を
挿
入
し
て
、
兩
院
協
議
會
の
活
用
に
依
つ
て
、
法
律
案
の
圓
滑
な
る
成
立
を
見
た
い（

（5
（

」。

　

さ
ら
に
、
九
月
の
貴
族
院
段
階
に
お
け
る
追
加
修
正
の
政
治
的
意
義
が
重
要
で
あ
る
。
追
加
修
正
の
時
期
は
、
国
会
法
制
定
過
程
に

お
け
る
第
一
期
の
末
期
、
衆
議
院
が
総
司
令
部
の
意
向
を
背
景
に
衆
議
院
の
優
越
を
主
張
し
て
、
政
府
と
衆
議
院
が
国
会
法
案
起
草
の

主
導
権
を
争
っ
て
い
る
時
期
に
重
な
る
。
こ
の
時
期
、
貴
族
院
内
に
「
失
地
回
復
」、
後
継
た
る
参
議
院
の
権
能
強
化
を
図
る
動
き
が
出

る
。
当
時
貴
族
院
事
務
局
書
記
官
（
委
員
課
長
）
で
あ
っ
た
河
野
義
克
は
次
の
よ
う
に
証
言
す
る
。「
衆
議
院
は
明
治
以
来
公
選
制
度
の

も
と
に
あ
り
、
参
議
院
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
貴
族
院
…
…
は
特
権
的
立
場
に
あ
る
人
々
か
ら
成
っ
て
お
っ
て
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の

観
点
か
ら
い
え
ば
、
一
顧
も
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
風
潮
の
も
と
に
お
い
て
は
、
衆
議
院
の
優
越
と
い
う
考
え
方

は
、
私
ど
も
の
考
え
る
も
の
よ
り
は
は
る
か
に
強
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
国
会
法
の
中
に
も
、
私
か
ら
考
え
る
と
必
要
以

上
に
衆
議
院
の
優
越
が
規
定
さ
れ
て
お
っ
た
。
私
は
、
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
お
っ
た
。
そ
れ
を
私
自

身
は
失
地
回
復
と
呼
ん
で
お
っ
た（

（5
（

。」
貴
族
院
は
、
第
五
九
条
第
三
項
と
い
う
両
院
協
議
会
請
求
権
の
追
加
修
正
に
よ
り
、
法
律
制
定
に

お
け
る
衆
議
院
の
優
越
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
先
手
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

日本国憲法及び国会法制定過程における両院制の構想313

一
七



（
四
）
衆
議
院
に
よ
る
国
会
法
案
立
案
過
程

―
法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
の
優
越
の
貫
徹

―

　

国
会
法
案
の
立
案
過
程
に
お
け
る
主
要
原
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
期
に
つ
き
、
①
議
院
法
改
正
に
関
す
る
要
綱
覚（

（5
（

、
②
議
院

法
の
改
正
に
関
す
る
研
究
項
目（

（5
（

、
③
議
院
法
改
正
の
項
目
〔
初
版（

（5
（

〕、
④
議
院
法
改
正
の
項
目
〔
改
訂
版（

（5
（

〕、
⑤
新
憲
法
ニ
基
キ
議
院
法

ニ
規
定
ス
ル
事
項（

（5
（

、
⑥
新
憲
法
ニ
基
キ
國
会
法
ニ
規
定
ス
ル
事
項（

（5
（

。
第
二
期
に
つ
き
、
①
国
会
法
要
綱（

（5
（

、
②
国
会
法
草
案（

（6
（

、
③
国
会
法

案
（
未
定
稿（

（6
（

）、
④
国
会
法
案
（
假（

（6
（

）、
⑤
国
会
法
案
（
三（

（6
（

）。

　

第
五
九
条
を
承
け
た
両
院
協
議
会
規
定
と
な
る
国
会
法
第
八
四
条
に
至
る
各
案
の
変
遷
を
表
に
示
す
。

議
院
法
改
正
の
項
目 

〔
改
訂
版
〕

（
十
）
両
院
協
議
会
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

新
憲
法
ニ
基
キ
国
会 

法
ニ
規
定
ス
ル
事
項

十
二
、
第
五
十
九
條
ニ
依
リ
衆
議
院
ニ
於
テ
法
律
案
ヲ
再
議
ス
ル
場
合
両
院
協
議
会
ヲ
設
ク
ル
ノ
必
要
ナ
シ

国
会
法
要
綱

第
十
一
章　

三
、
法
律
案
に
つ
い
て
、
衆
議
院
に
お
い
て
参
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
い
と
き
及
び
参
議

院
か
ら
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
い
旨
の
通
知
が
あ
つ
た
と
き
は
、
衆
議
院
は
、
両
院
協
議
会
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

国
会
法
草
案

第
十
一
章　

二
、
法
律
案
に
つ
い
て
、
衆
議
院
に
お
い
て
参
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
又
は

参
議
院
に
お
い
て
衆
議
院
の
送
付
案
を
否
決
し
及
び
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
衆
議

院
は
、
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
会
法
案（
未
定
稿
）
第
七
十
五
條
（
同
右
）

国
会
法
案
（
假
）

第
八
十
一
條
（
同
右
）

国
会
法
案
（
三
）

第
八
十
五
條
（
同
右
）
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国
会
法
案

第
八
十
四
条

法
律
案
に
つ
い
て
、
衆
議
院
に
お
い
て
参
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
、
又
は

参
議
院
に
お
い
て
衆
議
院
の
送
付
案
を
否
決
し
及
び
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
衆
議

院
は
、
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
遷
を
追
う
な
ら
ば
、
衆
議
院
は
、
第
二
期
に
お
い
て
一
貫
し
て
、
憲
法
第
五
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
つ
き
、
追
加

修
正
時
の
政
府
・
貴
族
院
と
異
な
る
解
釈
に
基
づ
き
、
国
会
法
第
八
四
条
を
起
草
し
た
こ
と
を
領
解
で
き
る
。

　

衆
議
院
の
立
場
は
、
①
第
五
九
条
第
二
項
は
法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
優
越
の
原
則
を
定
め
る
趣
旨
で
あ
り
、
規
律
対
象
は
衆
議

院
先
議
の
法
律
案
に
限
ら
れ
な
い
、
②
衆
議
院
優
越
が
原
則
で
あ
る
以
上
、
両
院
協
議
会
開
催
請
求
を
含
め
て
、
法
律
案
の
命
運
の
最

終
判
断
権
は
衆
議
院
に
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
衆
議
院
の
解
釈
を
示
し
、
政
府
・
貴
族
院
の
解
釈
と
の
対
立
を
整
理

し
た
資
料
と
し
て
、『
第
七
十
五
条　

法
律
案
ニ
対
シ
衆
議
院
ノ
ミ
ニ
両
院
協
議
会
請
求
権
ヲ
認
メ
タ
ル
理
由（

（6
（

』（【
資
料
二
】
参
照
。
条

項
か
ら
国
会
法
案
（
未
定
稿
）
立
案
段
階
で
作
成
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。）
が
あ
る
。

　

当
該
資
料
に
拠
る
と
、
①
第
五
九
条
第
二
項
は
法
律
制
定
に
お
け
る
「
衆
議
院
ノ
絶
対
性
」
を
定
め
る
趣
旨
で
あ
り
、
規
律
対
象
は

衆
議
院
先
議
の
法
律
案
に
限
ら
れ
な
い
、
②
衆
議
院
優
越
が
原
則
で
あ
る
以
上
、
両
院
協
議
会
開
催
請
求
を
含
め
て
法
律
案
の
命
運
の

最
終
判
断
権
は
衆
議
院
に
あ
る
か
ら
、
法
律
案
に
つ
い
て
の
両
院
協
議
会
請
求
権
は
衆
議
院
の
み
が
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の

上
で
、
③
参
議
院
先
議
法
律
案
に
つ
い
て
、
衆
議
院
が
否
決
し
た
場
合
、
及
び
、
衆
議
院
が
修
正
し
回
付
し
た
法
律
案
を
参
議
院
が
同

意
し
な
い
場
合
何
れ
も
、
参
議
院
は
両
院
協
議
会
を
請
求
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
が
請
求
主
体
を
「
衆

議
院
」
に
限
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
法
理
論
ト
シ
テ
ノ
ミ
見
レ
バ
不
可
能
ト
ハ
言
ヒ
得
ナ
イ
ガ
」、
両
院
協

議
会
に
お
い
て
成
案
が
成
立
す
る
場
合
が
「
極
メ
テ
稀
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、「
憲
法
ノ
立
法
趣
旨
ヲ
考
ヘ
レ
バ
妥
当
性
ニ
乏

シ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
」
ら
れ
る
と
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
衆
議
院
の
解
釈
は
、
総
司
令
部
、
就
中W

illiam
s

立
法
課
長
が
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、W

illiam
s

指
示
に
お
い
て
「
両
院
協
議
会
と
、
そ
れ
か
ら
請
願
に
関
す
る
規
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
何
ら
の

指
示
が
な
か
つ
た（

（6
（

」
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
国
会
法
案
第
八
四
条
は
「
法
律
案
に
つ
い
て
、
衆
議
院
に
お
い
て
参
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し

な
か
つ
た
と
き
、
又
は
参
議
院
に
お
い
て
衆
議
院
の
送
付
案
を
否
決
し
及
び
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
衆
議
院

は
、
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
現
行
第
八
四
条
第
一
項
と
同
じ
）
と
の
み
規
定
し
た
。
こ
の
衆
議
院
の
解
釈
を
、
国
会

法
案
第
八
四
条
の
立
案
経
過
説
明
と
し
て
、
大
池
眞
衆
議
院
書
記
官
長
が
明
確
に
述
べ
て
い
る（

（6
（

。

（
五
）
国
会
法
案
提
出
後
の
政
治
過
程
と
衆
議
院
側
の
解
釈
の
変
化

　

両
院
協
議
会
請
求
権
を
め
ぐ
る
解
釈
の
対
立
は
国
会
法
制
定
過
程
に
影
を
落
と
す
。
つ
ま
り
、
第
九
一
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
国
会

法
案
の
審
議
未
了
、
第
九
二
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
国
会
法
案
の
貴
族
院
修
正
に
つ
な
が
る
。

　

一
九
四
六
年
一
二
月
二
一
日
、
衆
議
院
は
、
国
会
法
法
案
第
八
四
条
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。
し
か
し
一
二
月
二
四
日
、
貴

族
院
国
会
法
案
特
別
委
員
会
に
お
け
る
第
八
四
条
に
係
る
質
疑
中
「
新
憲
法
の
解
釈
に
影
響
す
る
重
大
な
疑
義
に
突
き
当
た
り
、
一
波

瀾
起
き
た（

（6
（

」。
憲
法
第
五
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
解
釈
を
め
ぐ
る
貴
族
院
と
衆
議
院
と
の
対
立
が
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
憲
法
追
加
修
正
時
の
金
森
答
弁
の
解
釈

―
貴
族
院
の
解
釈
で
も
あ
る

―
に
立
ち
、
第
八
四
条
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
委

員
会
の
大
勢
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
九
一
回
帝
国
議
会
会
期
終
了
（
一
二
月
二
五
日
）
に
よ
り
、
国
会
法
案
は
審
議
未
了
、
廃
案
と

な
っ
た
。「
私
個
人
の
考
を
申
し
た
の
で
は
な
く
て
、
今
迄
の
來
歴
を
ず
つ
と
申
し
た
積
り
」
と
す
る
大
河
内
輝
耕
議
員
（
貴
族
院
国
会

法
案
委
員
会
委
員
）
に
よ
る
次
の
発
言（

（6
（

は
、
両
院
の
対
立
と
貴
族
院
の
立
場
を
伝
え
る
。

　
「
此
の
八
十
四
條
の
修
正
を
致
し
ま
し
た
抑
抑
の
動
機
と
云
ふ
も
の
は
、
沿
革
上
の
理
由
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
…
…
憲
法
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五
十
九
條
に
は
、
法
律
案
は
、
兩
院
協
議
會
を
開
く
と
云
ふ
途
が
開
け
て
居
り
ま
せ
ぬ
、
そ
れ
で
政
府
に
伺
ひ
ま
し
た
所
で
は
、
是

ぢ
や
開
か
れ
な
い
の
だ
と
云
ふ
御
話
で
、
若
し
そ
れ
を
開
か
う
と
す
れ
ば
、
相
當
の
修
正
を
要
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
、

そ
れ
で
下
條
委
員
か
ら
御
發
案
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
は
何
か
相
當
の
方
法
を
決
め
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
、
政
府
と
の
協

議
の
結
果
、『
前
項
の
規
定
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衆
議
院
が
、
兩
議
院
の
協
議
會
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
妨

げ
な
い
。』
斯
う
云
ふ
規
定
が
入
り
ま
し
た
、
是
は
其
の
時
に
『
衆
議
院
が
』
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
參
議
院
の
方
は
や
れ
な
い
の
ぢ
や

な
い
か
と
云
ふ
や
う
な
疑
問
も
出
た
の
で
す
が
、
當
局
の
御
答
と
し
て
は
、
一
向
差
支
へ
な
い
、
唯
兩
院
の
協
議
會
を
開
く
途
さ
へ

開
け
て
置
け
ば
、
衆
議
院
か
ら
も
や
れ
る
し
、
參
議
院
か
ら
も
や
れ
る
、
又
此
の
衆
議
院
と
し
た
の
は
、
…
…
衆
議
院
が
可
決
し
、

參
議
院
が
之
に
異
つ
た
議
決
を
な
し
た
と
云
ふ
や
う
な
場
合
の
こ
と
が
五
十
九
條
の
二
項
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
此
處
で
は
そ

れ
を
承
け
て
居
る
か
ら
、
衆
議
院
と
書
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
憲
法
の
附
屬
法
規
に
定
め
る
時
は
、
兩
議
院
と
云
ふ
風
に
し
て
や
り

た
い
と
云
ふ
御
話
で
、
話
合
が
つ
き
ま
し
て
、
此
の
五
十
九
條
の
三
項
で
す
か
加
は
つ
た
譯
で
す
、
そ
れ
で
私
共
も
安
心
し
て
居
つ

た
處
が
、
不
幸
に
し
て
是
が
衆
議
院
の
提
案
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
で
衆
議
院
の
意
見
と
し
て
、
衆
議
院
か
ら
は
協
議
會

を
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
け
れ
ど
も
、
參
議
院
の
方
か
ら
は
、
求
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
云
ふ
や
う
な
規
定
に
な
つ
て
國
會
法
が

現
れ
た
、
そ
れ
か
ら
私
共
は
…
…
そ
れ
で
は
前
の
憲
法
を
修
正
し
た
趣
旨
が
沒
却
さ
れ
る
か
ら
、
さ
う
云
ふ
こ
と
ぢ
や
い
け
な
い
、

そ
れ
で
會
期
も
餘
す
所
三
日
、
何
と
か
し
て
此
の
案
を
通
さ
う
と
思
つ
て
、
極
力
努
力
し
た
の
で
す
が
、
茲
に
來
て
初
め
て
壁
に
乘

り
著
け
た
や
う
な
こ
と
に
な
つ
て
、
ど
う
に
も
引
く
に
も
引
か
れ
ず
、
後
は
日
も
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
そ
れ
に
し
て

も
、
ど
う
し
て
も
修
正
は
し
な
く
ち
や
な
ら
ぬ
と
云
ふ
立
場
に
追
込
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」。

　

国
会
法
案
の
審
議
未
了
廃
案
後
一
二
月
二
六
日
、
貴
族
院
は
、
各
派
交
渉
会
に
お
い
て
国
会
法
調
査
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、
以

来
、
同
委
員
会
に
お
い
て
調
査
研
究
を
続
け
た
。
一
九
四
七
年
「
一
月
十
日
に
は
、
…
…
貴
族
院
議
長
官
舎
で
早
く
も
国
会
法
調
査
〔
委

員
〕
会
を
開
き
、
そ
の
後
連
日
小
委
員
が
集
ま
っ
て
修
正
点
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
政
府
側
と
も
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
修
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正
案
の
仕
上
げ
を
動
い
た（

（6
（

」。
貴
族
院
側
は
こ
れ
に
併
行
し
て
、
法
案
修
正
に
向
け
て
政
府
及
び
総
司
令
部
に
活
発
に
動
き
掛
け
た
。
こ

の
間
の
働
き
か
け
、
衆
議
院
側
の
理
解
を
得
る
た
め
の
調
整
に
は
、
大
木
操
貴
族
院
議
員（

（7
（

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

一
月
一
三
日
、
大
池
衆
議
院
書
記
官
長
、
小
林
貴
族
院
書
記
官
長
とW

illiam
s

立
法
課
長
と
の
会
見
が
行
わ
れ
、
民
政
局
長
宛
の
覚

書
（
（7
（

が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
該
覚
書
に
拠
る
と
、
小
林
は
、
貴
族
院
段
階
で
審
議
未
了
に
な
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
翌
一
四

日
の
国
会
法
調
査
委
員
会
へ
の
出
席
を
懇
請
し
、W

illiam
s

は
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
る
。
ま
た
、W

illiam
s

自
身
は
国
会
法
案
を
め
ぐ

る
両
院
の
対
立
は
「
意
見
の
比
較
的
小
さ
な
相
違
（relatively m

inor differences of opinion

）」
と
の
認
識
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼

は
席
上
、
両
院
議
員
が
一
緒
に
集
ま
り
非
公
式
に
折
衝
で
き
な
い
の
か
と
両
院
書
記
官
長
に
質
問
し
て
い
る
。
貴
族
院
側
は
そ
の
意
思

が
あ
る
が
、
衆
議
院
側
に
そ
の
意
思
が
無
い
趣
旨
を
返
答
し
て
い
る
。
大
池
は
、
現
在
、
国
会
法
案
は
七
党
派
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に

あ
る
こ
と
、
何
れ
の
政
党
も
、
議
長
が
貴
族
院
側
と
妥
協
を
調
整
す
る
な
ら
ば
、
議
長
を
支
持
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と（

（7
（

、
総
司
令
官
は

一
二
月
二
一
日
に
衆
議
院
が
可
決
し
た
法
案
を
好
ん
で
い
る
の
で
、
常
会
に
お
い
て
同
一
の
法
案
を
通
過
さ
せ
る
の
が
衆
議
院
議
長
の

約
束
で
あ
る
と
い
う
の
が
山
崎
議
長
の
立
場
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
一
四
日
、
貴
族
院
側
は
「
二
時
ヨ
リ　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ト
一
同
会
見
、
両
院
協
議
会
以
外
ニ
殆
ンマ

マ
ド　

我
方
ノ
説
ヲ
承
認
」
し
た
。
一
七
日
に
は
、
大
木
は
「
午
後
三
時
貴
族
院

ヘ
行
キ
、
橋
本
伯
、
下
条
〔
下
條
〕、
高
木
両
博
士
等
ト
共
ニ
、
日
向
書
記
官
同
道
ニ
テ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
訪
問
、
ホ
イ
ツ
ト
ニ
ー
准
将
、
ヘ
ー

ス
、ケ
ー
デ
ィ
ス
、ウ
ィ
リ
ア
ム
諸
氏
臨
席
ノ
下
ニ
、貴
族
院
側
ノ
修
正
意
見
ヲ
交
々
述
ベ
ル（

（7
（

」。こ
れ
ま
で
の
会
談
に
お
い
てW

illiam
s

が
示
し
た
通
り
、「
新
聞
ノ
批
評
ヤ
内
部
事
情（

（7
（

ハ
、
マ
元
帥
ハ
気
ニ
セ
ヌ
、
貴
衆
両
院
ニ
テ
ヨ
ク
相
談
セ
ヨ
」
と
の
総
司
令
部
側
の
見
解

を
引
き
出
し
た
。

　

貴
族
院
と
政
府
と
は
こ
の
前
日
一
六
日
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
金
森
国
務
大
臣
が
出
席
し
て
、
従
前
の
政
府
見
解
を
確
認
し
て

い
る
。
こ
の
結
果
、「
懸
念
さ
れ
て
い
た
総
司
令
部
の
意
向
も
、
す
べ
て
順
調
に
諒
承
が
得
ら
れ
た
の
で
、
一
月
末
に
は
国
会
法
調
査
会

の
総
会
で
小
委
員
会
の
十
ヶ
条
に
わ
た
る
修
正
案
が
決
定
さ
れ
た（

（7
（

」。
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第
九
二
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
同
一
の
国
会
法
案
が
再
度
提
出
さ
れ
、
一
九
四
七
年
二
月
二
一
日
、
衆
議
院
は
当
該
法
律
案
を
全

会
一
致
を
以
て
可
決
し
た
。
こ
の
後
、
大
木
議
員
、
大
池
書
記
官
長
と
い
う
「
衆
議
院
事
務
局
と
衆
議
院
書
記
官
長
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
貴
族

院
議
員
」
の
ル
ー
ト
が
両
院
間
の
調
整
を
「
陰
と
な
り
日
な
た
と
な
っ
て
主
導
し
た（

（7
（

」。

　

審
議
未
了
後
の
両
院
間
の
議
論
の
詳
細
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
に
衆
議
院
側
で
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
資
料
と
し
て
『
國
會
法
上
ノ
問
題（

（7
（

』（【
資
料
三
】
参
照
）
が
あ
る
。
当
該
資
料
を
『
第
七
十
五
条　

法
律
案
ニ
対
シ
衆
議
院
ノ
ミ
ニ
両

院
協
議
会
請
求
権
ヲ
認
メ
タ
ル
理
由
』
と
比
較
す
る
と
、
衆
議
院
の
解
釈
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
に
、「
憲
法
第

五
十
九
條
ノ
解
釋
上
法
律
案
ニ
付
キ
参
議
院
ニ
協
議
會
請
求
権
ナ
シ
ト
ノ
論
拠
ニ
基
キ
第
八
十
四
條
ヲ
立
案
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
第

八
十
四
條
ノ
衆
議
院
ノ
協
議
會
請
求
権
ノ
規
定
ハ
憲
法
第
五
十
九
條
第
二
項
ノ
場
合
ニ
付
テ
ノ
ミ
同
條
第
三
項
ノ
規
定
ニ
基
イ
テ
立
案

シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
憲
法
上
何
等
規
定
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
参
議
院
ノ
協
議
會
請
求
権
ニ
付
テ
ハ
特
ニ
之
ヲ
認
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
由
ヲ
発
見

セ
ザ
リ
シ
ノ
ミ
」と
し
て
、第
五
九
条
第
二
項
の
射
程
が
衆
議
院
先
議
、参
議
院
先
議
を
問
わ
な
い
と
い
う
従
前
の
解
釈
が
曖
昧
に
な
っ

た
。
む
し
ろ
、
第
二
項
の
射
程
を
衆
議
院
先
議
法
律
案
に
限
る
か
の
よ
う
な
口
吻
で
あ
る
。
第
二
に
、
参
議
院
に
両
院
協
議
会
請
求
権

を
認
め
な
い
論
拠
も
、
法
律
制
定
に
お
け
る
衆
議
院
の
絶
対
性
で
な
く
、
両
院
協
議
会
の
要
否
に
係
る
両
院
の
意
思
不
一
致
に
よ
り
生

ず
る
弊
害
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五
九
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合
、
両
院
協
議
会
請
求
権
が
両
院
に
あ
る
な
ら
ば
、
①
「
衆

院
ニ
於
テ
其
ノ
必
要
ナ
ク
直
チ
ニ
再
議
決
セ
ム
ト
ス
ル
意
思
ア
ル
場
合
ニ
モ
、
之
ヲ
一
時
留
保
シ
テ
参
院
ヨ
リ
ノ
要
求
に
応
ゼ
ザ
ル
ヲ

得
ザ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
」
こ
と
、
②
「
現
在
ハ
協
議
會
ヲ
求
メ
ル
ノ
ハ
一
院
カ
ラ
デ
ア
ル
ニ
拘
ラ
ズ
同
一
ノ
場
合
ニ
両
院
各
々
此
ノ
権
利

ガ
ア
ル
ト
ス
レ
バ
衆
院
ハ
其
ノ
意
思
ナ
キ
ニ
之
ヲ
要
求
サ
レ
参
院
ニ
意
思
ナ
キ
ニ
要
求
ス
ル
場
合
ア
リ
テ
全
ク
無
益
ト
ナ
ル
」
こ
と
を

挙
げ
る
。
第
三
に
、
法
律
制
定
に
お
け
る
参
議
院
の
両
院
開
催
請
求
権
を
全
く
否
定
す
る
と
い
う
解
釈
を
改
め
て
、「
第
二
項
ノ
本
旨
ヲ

生
カ
シ
而
カ
モ
参
院
ニ
モ
之
ヲ
認
ム
ル
ト
セ
バ
衆
院
ガ
之
ヲ
欲
セ
ザ
ル
場
合
ニ
参
院
ノ
要
求
ヲ
拒
絶
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
コ
ト
ノ
規
定

ト
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」一
方
、「
参
院
先
議
案
ヲ
衆
院
ニ
於
テ
否
決
シ
タ
ル
場
合
ハ
参
院
ノ
意
思
ハ
無
視
サ
レ
タ
マ
マ
ト
ナ
ル
カ
ラ
参
院
ニ
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協
議
會
請
求
権
ヲ
与
ヘ
テ
モ
差
支
ヘ
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
議
院
の
両
院
協
議
会
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院

優
越
思
考
が
後
退
し
、
衆
議
院
の
優
越
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
法
律
制
定
に
お
い
て
参
議
院
が
よ
り
対
等
の
権
能
を
認
め
る
方
向
で
決
着

し
た
の
で
あ
る
。

　

貴
族
院
段
階
に
お
い
て
は
、
三
月
一
八
日
、
国
会
法
特
別
委
員
会
に
大
木
議
員
が
修
正
案
を
提
出
、
修
正
議
決
、
貴
族
院
本
会
議
も

委
員
長
報
告
の
通
り
修
正
議
決
、
衆
議
院
へ
回
付
、
一
九
日
、
衆
議
院
は
貴
族
院
の
回
付
案
に
同
意
し
た
。
結
果
、
国
会
法
第
八
四
条

第
二
項
と
し
て
「
参
議
院
は
、
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
つ
た
と
き
に
限
り
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
通
知
と
同
時

に
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
衆
議
院
は
、
こ
の
両
院
協
議
会
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
参
議
院

の
両
院
協
議
会
請
求
権
を
認
め
る
規
定
を
加
え
る
修
正
が
な
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
修
正
が
衆
議
院
の
優
越
に
も
た
ら
す
憲
法
上
の
意
味
を
両
院
が
認
識
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
、
そ
の

論
拠
が
、
今
日
の
両
院
制
論
に
お
け
る
両
院
の
選
挙
さ
れ
た
全
国
民
の
代
表
（
日
本
国
憲
法
第
四
三
条
第
一
項
）
と
し
て
の
同
一
性
で
な

く
、
む
し
ろ
、
以
下
の
回
り
く
ど
い
発
言（

（7
（

に
そ
の
片
鱗
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
帝
国
議
会
時
代
の
両
院
対
等
思
考
に
依

拠
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

「
憲
法
の
修
正
の
時
の
沿
革
上
の
理
由
か
ら
、
そ
れ
は
兩
院
平
等
の
原
則
を
認
め
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
誤
解
が
あ
る
と
い
け
ま
せ

ぬ
か
ら
述
べ
て
置
き
ま
す
が
、
是
は
衆
議
院
の
權
限
を
縮
小
し
た
の
だ
と
云
ふ
こ
と
も
考
へ
て
…
…
此
處
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
そ

ん
な
空
氣
も
な
く
は
な
か
つ
た
、
そ
れ
は
決
し
て
さ
う
云
ふ
譯
で
は
な
く
し
て
、
兩
方
の
意
見
が
合
は
な
か
つ
た
時
に
、
一
遍
仲
好

く
話
し
て
見
よ
う
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
だ
け
の
話
で
あ
り
ま
す
、
衆
議
院
が
三
分
の
二
で
切
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
、
そ
れ
が
い
け
な
い

と
云
ふ
譯
で
も
な
し
、
衆
議
院
は
成
る
程
協
議
會
に
應
じ
る
こ
と
は
應
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
應
じ
た
が
、
又
餘
日

も
な
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
、
さ
う
云
ふ
や
う
な
場
合
に
は
、
一
方
で
三
分
の
二
で
や
つ
た
つ
て
法
律
上
少
し
も
差
支
な
い
、
さ
う
云

ふ
こ
と
を
無
暗
に
や
る
こ
と
は
運
用
上
好
い
こ
と
ぢ
や
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
さ
う
云
ふ
萬
一
の
權
限
を
衆
議
院
か
ら
決
し
て
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奪
ふ
意
味
で
も
何
で
も
な
い
、
從
つ
て
唯
仲
好
く
話
を
し
て
見
よ
う
と
云
ふ
の
な
ら
ば
、
衆
議
院
の
方
で
も
便
宜
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、

傳
家
の
寳
刀
の
三
分
の
二
を
拔
く
よ
り
も
、
寧
ろ
參
議
院
と
話
合
つ
て
見
て
話
が
つ
く
も
の
な
ら
ば
、
其
の
方
が
好
い
ぢ
や
な
い
か
、

さ
う
い
ふ
こ
と
が
却
て
衆
議
院
で
も
便
宜
ぢ
や
あ
る
ま
い
か
、
…
…
斯
う
云
ふ
風
に
衆
議
院
の
立
場
か
ら
考
へ
、
…
…
併
し
私
共
は

何
も
衆
議
院
の
立
場
か
ら
直
し
た
譯
で
も
な
し
、
無
論
兩
院
平
等
の
原
則
か
ら
來
た
の
で
す
が
、
衆
議
院
の
權
限
を
狹
く
す
る
と
か

何
と
か
云
ふ
こ
と
は
、
是
か
ら
は
考
へ
ら
れ
な
い
や
う
に
思
ひ
ま
す
、
そ
れ
で
此
の
八
十
四
條
は
相
當
に
、
兩
院
平
等
の
頭
を
以
て

修
正
さ
る
べ
き
も
の
だ
斯
樣
に
私
は
考
へ
ま
す
」。

結
び
に
代
え
て　

―
憲
法
史
と
憲
法
理
論

―

　

憲
法
第
五
九
条
第
三
項
の
追
加
修
正
及
び
国
会
法
第
八
四
条
の
制
定
を
め
ぐ
る
「
政
治
史
」
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

よ
う
。
①
衆
議
院
内
の
政
党
勢
力
が
総
司
令
部
の
支
持
を
背
景
に
政
府
に
対
し
て
優
位
を
主
張
す
る
中
、
衆
議
院
の
優
越
を
強
調
す
る

風
潮
が
強
ま
っ
た
。
②
し
か
し
、
経
済
及
び
社
会
不
安
を
背
景
に
政
治
の
左
傾
化
が
強
ま
る
と
、
政
府
、
与
党
及
び
貴
族
院
内
に
衆
議

院
を
抑
制
す
る
必
要
性
が
認
識
、
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
こ
の
際
、
衆
議
院
の
抑
止
手
段
と
し
て
の
参
議
院
の
対
等
性
回
復
、

逆
に
言
う
と
、
衆
議
院
の
優
越
の
緩
和
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
④
両
院
協
議
会
請
求
権
は
参
議
院
の
対
等
性
回
復
手
段
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
⑤
た
だ
し
、
両
院
協
議
会
請
求
権
を
は
じ
め
国
会
法
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
そ
の
技
術
的
性
格

の
故
、
官
僚
が
主
体
と
な
り
起
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
主
要
な
関
心
が
他
の
政
治
課
題
に
向
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
両
院
関
係
の
構
想
に
対
し
て
顕
著
な
政
治
介
入
は
無
か
っ
た
。
⑥
衆
議
院
の
優
越
の
緩
和
と
い
う
政
治
権
力
の
均
衡
を
貴
族

院
が
主
張
し
、
政
府
及
び
総
司
令
部
が
そ
れ
を
事
実
上
支
持
、
黙
認
し
た
段
階
に
お
い
て
、
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
の
内
容
は
、
こ

の
均
衡
を
反
映
す
べ
く
官
僚
Ｏ
Ｂ
・
官
僚
が
中
心
と
な
り
実
務
的
に
調
整
さ
れ
た
。
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法
律
制
定
に
お
け
る
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
に
関
す
る
限
り
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
権
能
関
係
は
、
憲
法
の
規
範
的
要
請
を
具
体

化
す
る
と
い
う
意
味
で
構
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
政
治
状
況
と
文
脈
を
反
映
し
て
、
参
議
院
と
の
断
絶
す
る
は
ず
の
貴
族

院
が
衆
議
院
に
対
す
る
「
失
地
回
復
」
つ
ま
り
対
等
性
回
復
を
狙
っ
て
、
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
政
治
ア
ク
タ
ー
間
で
は
衆
議
院

優
越
思
考
が
後
退
し
、
衆
議
院
の
優
越
が
憲
法
原
則
と
し
て
有
す
る
意
義
は
、
国
会
法
規
上
希
薄
に
な
り
、「
制
度
そ
の
も
の
が
内
包
す

る
歪
み
」
を
生
じ
た
。
事
実
、
両
院
協
議
会
請
求
権
規
定
に
は
後
日
譚
が
あ
り（

（7
（

、
参
議
院
は
発
足
後
、
衆
議
院
と
の
同
一
化
を
図
っ
て

い
く
。

　

両
院
制
の
構
想
に
お
け
る
憲
法
史
は
、
そ
れ
を
「
立
法
者
意
思
」
な
い
し
「
立
法
事
実
」
と
し
て
援
用
す
る
、
又
は
、
習
律
の
成
立

に
値
す
る
事
実
が
含
ま
れ
る
か
を
検
討
す
る
際
、
慎
重
を
要
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
義
的
解
釈
が
可
能
な
条
項

の
具
体
的
意
味
の
導
出
に
と
っ
て
、
憲
法
理
論
が
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
る
。
現
存
す
る
憲
法
及
び
憲
法
付
属
法
に
は
規
範
と
し
て

の
枠
が
存
す
る
一
方
、
そ
れ
ら
の
解
釈
は
多
分
に
解
放
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
複
数
の
解
釈
が
成

立
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
を
整
序
、
選
択
、
体
系
化
す
る
の
が
憲
法
理
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
統
治
制
度
の
特
定
内
容
に
関
し

て
解
釈
論
を
展
開
す
る
場
合
、
そ
の
依
拠
し
て
い
る
憲
法
理
論
が
何
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

両
院
対
等
の
憲
法
理
論
を
、
憲
法
第
五
九
条
第
三
項
、
国
会
法
第
八
四
条
と
い
う
制
度
形
成
過
程
が
補
強
し
て
い
る
と
い
う
理
解
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
我
々
に
は
、「
歪
み
」
を
直
視
し
て
正
す
両
院
制
に
係
る
憲
法
理
論
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、「
当
事
者
」
と
言
い
得
る
宮
澤
俊
義
、
清
宮
四
郎
、
金
森
徳
次
郎
が
衆
議
院
の
優
越
の
憲
法
原
則
性
を
説
く

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
し
た
憲
法
理
論
の
意
義
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
所
説
は
衆
議
院
優
越
思
考
を
「
憲
法
理
論
」
と
し

て
展
開
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
学
説
状
況
の
精
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
を
次
な
る
課
題
と
し
て
、
一
先
ず
擱
筆
す
る
こ
と
を
お
赦
し
願
い
た
い
。
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［
附
記
］　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
🄒
（
一
七
Ｋ
〇
三
三
五
六
）（
一
六
Ｋ
〇
三
二
九
六
）
及
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
🄐

（
二
四
二
四
三
〇
〇
四
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
三
回
憲
法
史
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
）
に
お
い
て

本
稿
の
内
容
の
一
部
を
報
告
し
て
い
る
。

（
１
）　

木
下
和
朗
「
日
本
国
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
両
院
制
の
構
想
」
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
『
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開　

上
巻
』（
信
山
社
・
二

〇
一
二
年
）
所
収
四
八
三
頁
以
下
。

（
２
）
赤
坂
幸
一
「
戦
後
議
会
制
度
改
革
の
経
緯
（
一
）」
金
沢
法
学
四
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
占
領
下
に
於
け
る
国
会
法
立
案

過
程

―
新
史
料
・『
内
藤
文
書
』
に
よ
る
解
明

―
」
議
会
政
治
研
究
七
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
頁
以
下
な
ど
国
会
法
制
定
過
程
に
係
る
基

本
文
献
の
ほ
か
、
憲
法
第
五
九
条
と
国
会
法
第
八
四
条
の
関
係
を
検
討
し
た
先
駆
的
憲
法
学
説
と
し
て
、
原
田
一
明
「『
ね
じ
れ
国
会
』
と
両
院
関

係
」
横
浜
国
際
経
済
法
学
一
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
九
頁
以
下
、
本
稿
の
内
容
に
直
接
関
わ
り
、
本
稿
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
文
献
と
し

て
、
白
井
誠
「
憲
法
政
治
の
循
環
性
を
め
ぐ
っ
て
」
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
『
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開

上
巻
』（
信
山
社
・
二
〇
一
二
年
）
所

収
六
五
七
頁
以
下
、
六
七
七
―
六
八
九
頁
、
同
『
国
会
法
』（
信
山
社
・
二
〇
一
三
年
）
二
一
二
―
二
二
五
頁
、
梶
田
秀
『
占
領
政
策
と
し
て
の
帝

国
議
会
改
革
と
国
会
の
成
立
』（
信
山
社
・
二
〇
一
七
年
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
３
）　

木
下
・
前
掲
註（
１
）四
八
七
―
五
一
一
頁
。

（
４
）　

田
中
嘉
彦
「
日
本
国
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
二
院
制
諸
案
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
六
四
七
号
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
５
）　

佐
藤
達
夫
『
日
本
国
憲
法
成
立
史　

第
二
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
四
年
）
四
八
六
―
四
八
七
頁
註（
１
）。

（
６
）　

佐
藤
達
夫
（
佐
藤
功
補
訂
）『
日
本
国
憲
法
成
立
史　

第
三
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
四
年
）
二
三
五
頁
。『
要
綱
ニ
関
ス
ル
問
題
』
の
内
容
は
、

同
書
二
三
六
―
二
六
〇
頁
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

佐
藤
・
前
掲
註（
６
）第
三
巻
二
四
九
頁
。

（
８
）　

入
江
俊
郎
「
日
本
国
憲
法
成
立
の
経
緯
」〔
一
九
六
〇
年
〕
同
『
憲
法
成
立
の
経
緯
と
憲
法
上
の
諸
問
題
』（
入
江
俊
郎
論
集
刊
行
会
・
一
九
七
六

年
）
所
収
一
頁
以
下
、
二
八
六
頁
。

（
９
）　

要
綱
訂
正
に
係
る
総
司
令
部
と
の
交
渉
に
つ
き
、
佐
藤
・
前
掲
註（
６
）第
三
巻
二
八
六
―
三
二
五
頁
参
照
。

（
10
）　

佐
藤
・
前
掲
註（
６
）第
三
巻
三
二
六
頁
。

（
11
）　

主
要
資
料
は
、
芦
部
信
喜
＝
高
橋
和
之
＝
高
見
勝
利
＝
日
比
野
勤
（
編
著
）『
日
本
国
憲
法
制
定
資
料
全
集
⑸　

草
案
の
口
語
体
化
、
枢
密
院
審

査
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
九
年
）
三
四
五
―
四
〇
六
頁
〔
⑷
総
司
令
部
と
の
交
渉
関
係
資
料
〕
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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（
12
）　

佐
藤
・
前
掲
註（
６
）第
三
巻
四
三
一
頁
。

（
13
）　

枢
密
院
に
お
い
て
、
第
五
五
条
第
三
項
中
「
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
」
の
後
に
「
、」〔
読
点
〕
を
付
す
修
正
が
な
さ
れ
た
。

（
14
）　

木
下
・
前
掲
註（
１
）四
八
九
頁
。

（
15
）　

佐
藤
・
前
掲
註（
６
）第
三
巻
四
四
七
頁
。「
な
お
、
枢
密
院
可
決
の
前
後
か
ら
、
審
査
委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の
経
過
な
ど
に
照
ら
し
て
、
さ
ら

に
問
題
点
の
追
加
及
び
答
弁
の
再
調
整
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
≲
想
定
問
答
≳
に
つ
い
て
は
、
増
補
第
一
輯
及
び
第
二
輯
が
謄
写
版
で
準
備
さ

れ
た
」（
同
頁
）。

（
16
）　

法
制
局
『
憲
法
改
正
草
案
に
関
す
る
想
定
問
答　

第
五
輯
』（
一
九
四
六
年
四
月
）。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
井
出
成
三
関
係
文
書
」（
本
館
二
Ａ

―
四
一
―
寄
八
七
七
）
所
収
。

（
17
）　

白
井
・
前
掲
註（
２
）国
会
法
二
一
二
頁
。

（
18
）　

衆
議
院
＝
参
議
院
（
編
）『
議
会
制
度
百
年
史　

帝
国
議
会
史　

下
巻
』（
大
蔵
省
印
刷
局
・
一
九
九
〇
年
）
七
九
七
頁
以
下
、
天
川
晃
「
敗
戦
後

の
帝
国
議
会
」〔
初
出
一
九
九
〇
年
〕
同
『
占
領
下
の
議
会
と
官
僚
』（
現
代
史
料
出
版
・
二
〇
一
四
年
）
所
収
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
19
）　

議
席
数
は
再
選
挙
（
東
京
二
区
、
福
井
）
の
結
果
を
含
む
。

（
20
）　

天
川
・
前
掲
註（
18
）二
九
頁
。

（
21
）　

前
掲
註（
18
）の
文
献
の
ほ
か
、
村
井
哲
也
『
戦
後
政
治
体
制
の
起
源

―
吉
田
茂
の
「
官
邸
主
導
」
―
』（
藤
原
書
店
・
二
〇
〇
八
年
）
等
参
照
。

（
22
）　

村
井
・
前
掲
註（
21
）一
四
七
頁
。

（
23
）　

天
川
・
前
掲
註（
18
）二
七
頁
。

（
24
）　

天
川
・
前
掲
註（
18
）一
二
〇
頁
。

（
25
）　

梶
田
・
前
掲
註（
２
）参
照
。

（
26
）　

天
川
晃
『
占
領
下
の
議
会
と
官
僚
』（
現
代
史
料
出
版
・
二
〇
一
四
年
）
一
一
五
頁
〔
第
三
章
〕
以
下
に
所
収
さ
れ
た
各
論
文
等
参
照
。

（
27
）　

赤
坂
・
前
掲
註（
２
）七
―
一
二
頁
参
照
。

（
28
）　

西
沢
哲
四
郎
『
国
会
法
立
案
過
程
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
』（
占
領
体
制
研
究
会
・
一
九
五
四
年
）
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
版

に
つ
き<http://w

w
w

.ndl.go.jp/constitution/shiryo/05/002_39/002_39_001r.htm
l>

（
国
立
国
会
図
書
館
）
参
照
。
な
お
、
同
書
は
見
開

き
を
１
頁
と
す
る
変
則
の
頁
番
号
付
け
で
あ
る
。

（
29
）　Justin W

illiam
s

民
政
局
立
法
課
長
に
よ
る
。

（
30
）　

第
一
期
に
お
け
る
立
案
過
程
に
つ
き
、
赤
坂
・
前
掲
註（
２
）経
緯
一
八
―
七
八
頁
が
詳
細
で
あ
る
。

（
31
）　

臨
時
法
制
調
査
会
に
お
い
て
、
国
会
法
は
「
制
定
又
は
全
部
改
正
を
要
す
る
」
憲
法
付
属
法
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
制
定
過
程
の
初
期
は
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「
議
院
法
改
正
」
と
い
う
語
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
32
）　

梶
田
・
前
掲
註（
２
）三
七
頁
。

（
33
）　

以
降
、
国
会
法
制
定
に
至
る
経
緯
の
基
本
に
つ
き
、
衆
議
院
＝
参
議
院
（
編
）『
議
会
制
度
百
年
史　

議
会
制
度
編
』（
大
蔵
省
印
刷
局
・
一
九
九

〇
年
）
三
七
六
―
三
七
八
頁
参
照
。

（
34
）　

梶
田
・
前
掲
註（
２
）四
一
頁
。

（
35
）　

赤
坂
・
前
掲
註（
２
）経
緯
八
頁
。

（
36
）　

西
沢
・
前
掲
註（
28
）六
頁
。

（
37
）　

天
川
・
前
掲
註（
18
）二
四
頁
。

（
38
）　

内
藤
一
成
『
貴
族
院
』（
同
成
社
・
二
〇
〇
八
年
）
二
一
八
頁
。

（
39
）　

赤
坂
・
前
掲
註（
２
）経
緯
九
頁
。

（
40
）　
『
最
後
の
貴
族
院
書
記
官
長　

小
林
次
郎
日
記

―
昭
和
二
十
年
一
月
一
日
〜
一
二
月
三
一
日

―
』（
芙
蓉
書
房
出
版
・
二
〇
一
六
年
）
一
五

八
頁
、
一
六
九
―
一
七
〇
頁
。
ま
た
、
一
〇
月
一
八
日
の
同
じ
消
息
を
伝
え
る
大
蔵
公
望
男
爵
の
日
記
を
含
め
て
、
内
藤
・
前
掲
註（
38
）二
三
三
頁

も
参
照
。

（
41
）　

西
沢
・
前
掲
註（
28
）五
九
頁
。

（
42
）　

梶
田
・
前
掲
註（
２
）一
六
頁
。

（
43
）　

参
議
院
五
十
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
（
編
）『
参
議
院
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
財
団
法
人
参
友
会
・
一
九
九
八
年
）
一
一
頁
。

（
44
）　

第
三
回
第
二
部
小
委
員
会
議
事
摘
録
（
一
九
四
六
年
七
月
一
九
日
）。

（
45
）　

参
議
院
事
務
局
（
編
集
）『
第
九
十
回
帝
国
議
会
貴
族
院　

帝
国
憲
法
改
案
特
別
委
員
小
委
員
會
筆
記
要
旨
』（
財
団
法
人
参
友
会
・
一
九
九
六
年
）

所
収
、
第
三
回
小
委
員
会
筆
記
要
旨
二
一
頁
。

（
46
）　

鈴
木
隆
夫
『
国
会
運
営
の
理
論
』（
聯
合
出
版
社
・
一
九
五
三
年
）
四
四
五
頁
。

（
47
）　

赤
坂
・
前
掲
註（
２
）経
緯
四
四
頁
。

（
48
）　

佐
藤
達
夫
（
佐
藤
功
補
訂
）『
日
本
国
憲
法
成
立
史　

第
四
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
四
年
）
九
五
一
―
九
五
三
頁
。

（
49
）　

木
下
・
前
掲
註（
１
）五
一
二
―
五
一
四
頁
。

（
50
）　
『
憲
法
改
正
草
案
に
関
す
る
想
定
問
答　

第
五
輯
』（【
資
料
一
】
参
照
）
に
同
じ
趣
旨
の
解
釈
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
政
府
の
一
貫
し
た
解
釈
で

あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
。

（
51
）　

第
九
〇
回
帝
国
議
会
貴
族
院
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
会
議
事
速
記
録
第
一
号
三
頁
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
日
）。

日本国憲法及び国会法制定過程における両院制の構想325

二
九



（
52
）　

河
野
義
克
「
参
議
院
秘
話
〔
貴
参
会
講
演　

一
九
七
六
年
九
月
一
二
日
〕」
同
『
国
会
と
と
も
に

―
河
野
義
克
遺
稿
集

―
』（
河
野
啓
子
・

二
〇
〇
五
年
）
所
収
一
九
三
頁
以
下
、
一
九
八
―
一
九
九
頁
。

（
53
）　

一
九
四
六
年
六
月
八
日
・
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
法
制
局
、
貴
衆
両
議
院
事
務
局
と
の
折
衝
に
お
い
て
憲
法
改
正
草
案
を
踏
ま
え
た
議
院
法
改
正
に

関
す
る
詳
細
な
検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
。

（
54
）　

七
月
八
日
の
法
制
局
、
貴
衆
両
議
院
事
務
局
の
打
合
せ
に
よ
り
取
り
ま
と
め
た
検
討
項
目
を
整
理
し
た
、
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
会
の
検
討
原

案
。

（
55
）　

臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
小
委
員
会
第
五
回
〜
第
八
回
の
検
討
を
経
て
作
成
、
配
付
さ
れ
た
案
。

（
56
）　

第
九
回
・
第
一
〇
回
の
〔
初
版
〕
の
検
討
を
経
て
、
幹
事
が
書
き
改
め
、
八
月
一
四
日
に
第
二
部
会
が
決
定
し
た
国
会
法
案
要
綱
試
案
。

（
57
）　

議
院
法
規
調
査
委
員
会
の
検
討
原
案
。
当
該
案
も
七
月
八
日
の
法
制
局
、
貴
衆
両
議
院
事
務
局
の
打
合
せ
に
よ
り
取
り
ま
と
め
た
検
討
項
目
を
踏

ま
え
、
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
会
の
検
討
を
反
映
し
て
い
る
。

（
58
）　

八
月
三
〇
日
に
議
院
法
規
調
査
委
員
会
が
決
定
し
た
、
衆
議
院
側
の
国
会
法
要
綱
。

（
59
）　

一
〇
月
一
四
日
か
ら
開
始
し
三
一
日
ま
で
に
完
成
し
た
、
衆
議
院
事
務
局
が
起
草
し
た
第
一
次
案
。

（
60
）　W

illiam
s

第
一
次
指
示
（
一
一
月
四
日
）
を
受
け
た
書
記
官
会
議
の
検
討
結
果
を
反
映
し
た
第
二
次
案
を
決
定
す
る
ま
で
の
検
討
原
案
。
一
一
月

九
日
印
刷
。

（
61
）　

第
二
次
案
。
一
一
月
二
〇
日
印
刷
。
一
一
月
二
一
日
、
議
院
法
規
調
査
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

（
62
）　W

illiam
s

第
二
次
指
示
（
一
一
月
二
二
日
）
に
対
応
し
た
第
三
次
案
。
一
二
月
三
日
印
刷
。

（
63
）　W

illiam
s

第
三
次
指
示
（
一
二
月
六
日
）
に
対
応
し
、
議
院
法
規
調
査
委
員
会
第
八
回
が
逐
条
審
議
を
経
て
決
定
し
た
第
四
次
案
。
一
二
月
一
一

日
印
刷
。

（
64
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
史
料
室
所
蔵
「
鈴
木
隆
夫
関
係
文
書
」
三
六
「
国
会
法
参
考
資
料
」
所
収
。

（
65
）　

西
沢
・
前
掲
註（
28
）二
九
頁
。

（
66
）　

第
九
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
国
会
法
案
委
員
会
議
録
（
速
記
）
第
一
回
七
頁
（
一
九
四
六
年
一
二
月
一
九
日
）。

（
67
）　

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
き
、
大
木
操
『
激
動
の
衆
議
院
秘
話
』（
第
一
法
規
出
版
・
一
九
八
〇
年
）
四
五
四
―
四
六
四
頁
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
（
市
雄
貴
＝
星
健
一
訳
）『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
改
革
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
八
九
年
）
二
二
七
―
二
三
七
頁
参
照
。
引
用
は
大
木
・

前
掲
四
五
五
頁
。

（
68
）　

第
九
二
回
帝
国
議
会
貴
族
院
国
会
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
二
号
八
頁
（
一
九
四
七
年
二
月
二
五
日
）。

（
69
）　

大
木
・
前
掲
註（
67
）四
六
〇
頁
。
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（
70
）　

大
木
は
大
池
の
前
任
の
衆
議
院
書
記
官
長
で
あ
っ
た
。

（
71
）　Justin W

illiam
s, M

em
orandum

 for the Chief, Governm
ent Section: Conference on D

iet Law
 Bill 

（13 January 1947

）. 

福
永
文

夫
（
編
）『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
資
料
「
占
領
改
革
」
第
三
巻　

議
会
・
政
党
』（
丸
善
・
一
九
九
九
年
）
所
収
一
一
七
―
一
一
九
頁
。

（
72
）　

詳
細
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
吉
田
茂
内
閣
の
権
力
基
盤
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
73
）　

一
四
日
及
び
一
七
日
の
記
述
に
つ
き
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
国
会
法
審
議
日
記
抜
粋　

昭
和
二
十
二
年
一
月
―
三
月　

92
議
会

貴
族
院
」
大
木
操
文
書
所
収
。
後
者
と
同
じ
記
述
は
大
木
・
前
掲
註（
67
）四
六
〇
―
四
六
一
頁
に
も
あ
る
。

（
74
）　

国
会
法
の
原
案
可
決
と
参
議
院
議
員
選
挙
法
の
成
立
と
が
共
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
植
原
悅
二
郎
国
務
大
臣
の
発
言
を
指
す
と
解

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
貴
族
院
審
議
は
紛
糾
し
た
。

（
75
）　

大
木
・
前
掲
註（
67
）四
六
一
頁
。

（
76
）　

白
井
・
前
掲
註（
２
）国
会
法
二
一
六
頁
。

（
77
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
史
料
室
所
蔵
「
寺
光
忠
関
係
文
書
」
一
九
―
四
所
収
。

（
78
）　

第
九
二
回
帝
国
議
会
貴
族
院
国
会
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
二
号
八
頁
（
一
九
四
七
年
二
月
二
五
日
）。

（
79
）
『
國
會
法
上
ノ
問
題
』（【
資
料
三
】
参
照
）
は
、
先
議
院
で
否
決
さ
れ
た
法
律
案
の
取
扱
い
に
つ
き
、「
一
院
ガ
否
決
ヲ
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
場
合
ニ
ハ

協
議
會
ヲ
求
メ
テ
モ
到
底
妥
協
ニ
困
難
ト
見
テ
現
行
通
リ
之
ヲ
規
定
シ
ナ
カ
ツ
タ
。
ソ
ノ
代
リ
ニ
明
治
憲
法
第
三
十
九
條
ノ
一
事
不
再
議
ノ
規
定
ヲ

削
除
シ
一
院
デ
否
決
シ
タ
ル
モ
ノ
モ
之
ガ
再
提
出
ガ
出
来
ル
カ
ラ
以
上
ノ
場
合
ニ
対
処
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
信
ズ
ル
。」
と
し
た
。
し
か
し
実
際

に
つ
き
、
白
井
・
前
掲
註（
２
）国
会
法
二
二
一
―
二
三
〇
頁
参
照
。

【
資
料
一
】
　
『
憲
法
改
正
草
案
に
関
す
る
想
定
問
答
　
第
五
輯
』（
抜
粋
）

第
四
十
條
関
係

問　

両
院
の
組
織
の
差
違
に
つ
き
規
定
な
き
理
由
如
何

答　

二
院
制
度
を
採
る
以
上
両
院
の
組
織
は
具
体
的
に
は
相
異
ら
し
め
な
け
れ
ば
二
院
制
度
の
意
味
が
な
い
。
此
の
点
に
付
て
〔
大
日

本
帝
国
〕
憲
法
第
三
十
四
條
及
第
三
十
五
條
は
貴
衆
両
院
の
組
織
の
差
異
を
明
か
に
し
て
居
る
に
反
し
、
草
案
は
後
に
述
ぶ
る
第

四
十
一
條
及
第
四
十
二
條
の
外
明
文
の
規
定
を
置
い
て
居
な
い
が
、
是
は
社
會
狀
勢
の
變
轉
に
応
じ
て
、
法
律
に
依
り
、
時
代
の

日本国憲法及び国会法制定過程における両院制の構想327

三
一



要
求
に
則
し
て
規
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
居
る
か
ら
で
、
両
院
お
の
お
の
異
つ
た
角
度
か
ら
見
て
、
全
國
民
を
代
表
す
る
、
適

實
な
工
夫
を
用
ふ
べ
き
こ
と
が
、
今
後
残
さ
れ
た
立
法
上
の
課
題
と
な
る
次
第
で
あ
る
。

問　

各
国
の
両
院
制
の
傾
向
と
改
正
案
の
そ
れ
と
の
関
係
如
何

答　
〔
中
略
〕「
形
式
上
両
院
に
分
れ
て
ゐ
て
も
、
一
院
の
意
志
が
他
院
の
意
思
に
よ
つ
て
圧
倒
さ
れ
る
可
能
性
が
法
律
的
に
み
と
め
ら

れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
完
全
な
両
院
制
と
は
い
へ
な
い
」（
宮
沢
、
憲
法
略
説
）
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
一
年

の
国
会
法
以
来
の
英
の
上
院
は
、
か
か
る
意
味
で
法
律
的
に
も
第
二
院
的
性
格
を
も
つ
て
ゐ
る
が
、
参
議
院
も
そ
の
点
は
同
様
で

あ
る
。

第
五
十
五
條
関
係

問　

参
議
院
に
先
議
し
、
否
決
さ
れ
た
と
き
は
如
何

答　

議
院
法
で
仝
一
会
期
中
に
再
度
提
出
を
認
め
ぬ
規
定
を
お
く
こ
と
と
な
れ
ば
、
そ
の
場
合
衆
議
院
に
提
出
し
直
し
が
出
来
な
く
な

る
。
故
に
自
然
重
要
法
案
は
、
衆
議
院
先
議
と
な
ら
う
。
又
、
か
か
る
規
定
が
な
く
再
度
提
出
が
で
き
る
と
す
れ
ば
衆
議
院
に
提

出
し
直
す
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
前
回
と
形
式
上
議
案
は
異
な
る
た
め
、
又
参
議
院
に
廻
は
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

第
二
項
の
場
合
兩
院
協
議
会
を
開
い
て
も
よ
い
か
。

答　

議
院
法
で
規
定
し
て
兩
院
協
議
会
を
開
く
こ
と
と
し
て
も
よ
い
。
唯
憲
法
上
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
。
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【
資
料
二
】

第
七
十
五
条　

法
律
案
ニ
対
シ
衆
議
院
ノ
ミ
ニ
両
院
協
議
会
請
求
権
ヲ
認
メ
タ
ル
理
由

国
会
ガ
唯
一
ノ
立
法
機
関
デ
ア
ル
カ
ラ
両
院
ノ
議
決
ガ
一
致
シ
タ
ト
キ
ハ
国
会
ノ
議
決
ト
ナ
ツ
テ
其
ノ
マ
ヽ
法
律
ト
ナ
ル
ノ
ハ
当
然

ノ
コ
ト
デ
憲
法
第
五
十
九
条
第
一
項
ハ
此
ノ
場
合
ヲ
規
定
シ
テ
居
ル
。

然
ル
ニ
両
院
ハ
必
ズ
シ
モ
常
ニ
議
決
ヲ
一
ニ
ス
ル
ト
ハ
限
ラ
ナ
イ
。

故
ニ
両
院
ガ
議
決
ヲ
異
ニ
シ
タ
場
合
ハ
孰
レ
ノ
院
ノ
議
決
モ
国
会
ノ
議
決
ト
見
ル
訳
ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
。
ソ
コ
デ
法
律
案
ニ
付
テ
ハ
憲

法
第
五
十
九
条
第
二
項
ニ
於
テ
両
院
ノ
議
決
異
ッ
タ
ト
キ
ハ
衆
議
院
ノ
議
決
ニ
重
キ
ヲ
置
イ
テ
再
度
出
席
議
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
多

数
デ
可
決
ス
ル
ナ
ラ
バ
之
ヲ
法
律
ト
ス
ル
ト
規
定
シ
タ
。
従
ッ
テ
右
ノ
多
数
決
ガ
出
来
ナ
イ
モ
ノ
ハ
法
律
ト
シ
テ
不
成
立
ニ
ナ
ル
ガ

此
ノ
多
数
決
ガ
ア
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ハ
参
議
院
ノ
意
思
ニ
拘
ラ
ズ
衆
議
院
ノ
ミ
ノ
意
思
デ
法
律
タ
ラ
シ
メ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

而
シ
テ
憲
法
第
五
十
九
条
第
三
項
ハ
此
ノ
三
分
ノ
二
ノ
再
議
決
ヲ
ス
ル
前
ニ
衆
議
院
ハ
両
院
協
議
会
ヲ
求
メ
テ
参
議
院
ト
妥
協
ノ
余

地
ガ
ア
ル
カ
無
イ
カ
ヲ
試
ミ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

故
ニ
衆
議
院
ハ
両
院
ノ
意
思
一
致
シ
ナ
イ
法
律
案
ニ
付
テ
ハ
再
議
シ
テ
三
分
ノ
二
ノ
多
数
決
デ
先
ノ
議
決
通
リ
ノ
決
定
ガ
出
来
ル
カ

ド
ウ
カ
ヲ
議
シ
其
ノ
法
律
案
ノ
成
立
不
成
立
ヲ
決
定
ス
ル
カ
又
ハ
事
前
ニ
両
院
協
議
会
ヲ
開
イ
テ
妥
協
案
ノ
成
否
ヲ
試
ミ
ル
カ
ハ
全

ク
自
由
デ
ア
ル
。

以
上
ガ
憲
法
第
五
十
九
条
ノ
趣
旨
ト
解
セ
ラ
レ
ル
カ
ラ
両
院
ノ
議
決
ヲ
異
ニ
シ
タ
場
合
ハ
其
ノ
間
ノ
妥
協
案
ヲ
得
ム
ト
ス
ル
両
院
協

議
会
ハ
衆
議
院
ノ
ミ
ガ
其
ノ
請
求
権
ア
ル
コ
ト
ニ
定
メ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

注　

意

コ
ヽ
ニ
注
意
ス
ベ
キ
コ
ト
ハ
他
院
ノ
議
決
ナ
キ
以
前
ニ
於
テ
一
院
ノ
ミ
ガ
全
然
否
定
シ
タ
法
律
案
ハ
不
成
立
ト
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
ル
即
チ
、

⑴
衆
議
院
先
議
ノ
場
合
之
ヲ
否
決
シ
タ
モ
ノ
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⑵
参
議
院
先
議
ノ
場
合
之
ヲ
否
決
シ
タ
モ
ノ

右　

両
者
ハ
他
院
ノ
意
思
ヲ
諮
フ
余
地
ナ
ク
不
成
立
ト
ナ
ッ
テ
シ
マ
ウ
。

問
題
一

憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
ハ
衆
議
院
先
議
ノ
法
律
案
ニ
関
ス
ル
規
定
デ
ア
ッ
テ
参
議
院
先
議
ノ
モ
ノ
ハ
含
ム
デ
居
ナ
イ
、
即
チ
此
ノ

規
定
ノ
全
然
逆
ノ
場
合
ニ
付
テ
ハ
憲
法
上
何
等
規
定
ガ
ナ
イ
カ
ラ

参
議
院
先
議
案
ニ
ツ
イ
テ
ハ
同
条
第
三
項
ノ
趣
旨
ニ
従
ヒ
参
議
院
カ
ラ
協
議
会
ヲ
請
求
シ
テ
モ
差
支
ヘ
ナ
イ
ト
ノ
論
。

（
反
駁
）

衆
議
院
先
議
ノ
場
合
ト
限
定
ス
ル
理
由
如
何
。

同
条
第
二
項
ハ
両
院
ノ
議
決
異
ッ
タ
場
合
ノ
衆
議
院
ノ
絶
対
性
ヲ
規
定
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
先
議
ノ
場
合
ト
限
ル
理
由
ヲ
発
見
ス
ル

コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
。

参
議
院
ガ
先
議
シ
テ
衆
議
院
ニ
移
サ
レ
タ
場
合
衆
議
院
ガ
之
ヲ
修
正
シ
テ
参
議
院
ニ
送
リ
返
シ
タ
ト
キ
参
議
院
ガ
之
ニ
同
意
シ
ナ

カ
ッ
タ
場
合
ハ
同
条
第
二
項
ニ
所
謂
「
衆
議
院
で
可
決
し
〔
、〕
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
」
モ
ノ
ト
何
故
言
ヘ
ナ
イ
カ

今
仮
ニ
衆
議
院
先
議
案
ニ
限
ル
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
内
閣
提
出
ノ
法
律
案
ハ
衆
議
院
ニ
先
ニ
提
出
ス
レ
バ
第
二
項
ノ
適
用
ガ
ア
リ
参
議
院

ニ
先
ニ
提
出
ス
レ
バ
此
ノ
第
二
項
ノ
適
用
ガ
ナ
イ
コ
ト
ニ
ナ
リ
衆
議
院
ニ
此
ノ
絶
対
性
ヲ
憲
法
ガ
認
メ
タ
理
由
ガ
全
然
没
却
サ
レ
テ

シ
マ
ウ
。

第
二
項
ニ
ハ
何
等
制
限
ノ
ナ
イ
ノ
ニ
拘
ラ
ズ
之
ヲ
先
議
ノ
場
合
ニ
限
ツ
タ
規
定
デ
ア
ル
ト
ス
ル
ノ
ハ
独
断
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ

本
条
ヲ
設
ケ
タ
本
旨
ヲ
無
視
ス
ル
モ
ノ
ト
言
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
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三
四



問
題
二

第
二
項
ノ
趣
旨
ニ
準
ジ
テ
参
議
院
先
議
ノ
法
律
案
ヲ
衆
議
院
ガ
否
決
シ
タ
場
合
及
一
歩
進
ン
デ
ハ
修
正
シ
タ
場
合
ニ
モ
参
議
院
カ
ラ

モ
両
院
協
議
会
ノ
請
求
ヲ
ナ
シ
得
ル
コ
ト
ト
シ
テ
モ
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
。

答
第
二
段
ノ
参
議
院
先
議
ノ
モ
ノ
ヲ
衆
議
院
ガ
修
正
シ
タ
場
合
ハ
之
ヲ
参
議
院
ニ
回
付
ス
ル
ノ
デ
其
ノ
回
付
案
ニ
ツ
キ
参
議
院
ハ
議
決

ヲ
要
ス
ル
カ
ラ
当
然
ニ
第
二
項
ニ
含
マ
レ
テ
来
ル
従
ッ
テ
此
ノ
場
合
ニ
参
議
院
ニ
両
院
協
議
会
ヲ
請
求
ス
ル
権
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
ハ
第

三
項
ニ
「
衆
議
院
が
」
ト
ア
リ
「
各
議
院
又
ハ
両
議
院
ガ
」
ト
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
衆
議
院
ノ
ミ
ノ
特
権
ト
解
セ
ラ
レ
妥
当
デ
ナ
イ

ト
考
ヘ
ラ
ル
。

然
ラ
バ
衆
議
院
ガ
否
決
シ
タ
モ
ノ
ニ
ツ
イ
テ
参
議
院
カ
ラ
両
院
協
議
会
ヲ
求
メ
ル
コ
ト
ガ
ド
ウ
デ
ア
ル
カ
ト
言
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ガ
是

レ
ハ
法
理
論
ト
シ
テ
ノ
ミ
見
レ
バ
不
可
能
ト
ハ
言
ヒ
得
ナ
イ
ガ
参
議
院
デ
可
決
シ
タ
モ
ノ
ヲ
衆
議
院
ガ
否
決
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
場
合
之
ヲ

両
院
協
議
会
ニ
移
シ
テ
モ
妥
協
ノ
成
立
ス
ル
場
合
ハ
極
メ
テ
稀
デ
ア
ッ
テ
特
ニ
カ
ヽ
ル
両
院
ノ
対
蹠
的
見
解
ニ
立
ツ
場
合
ニ
限
リ
参

議
院
ニ
対
シ
両
院
協
議
会
請
求
権
ヲ
法
定
ス
ル
コ
ト
ハ
憲
法
ノ
立
法
趣
旨
ヲ
考
ヘ
レ
バ
妥
当
性
ニ
乏
シ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
之
ヲ
除
外
シ

タ
ノ
デ
ア
ル
。

【
資
料
三
】　

『
國
會
法
上
ノ
問
題
』（
抜
粋
）

　
　
　
　

國 

會 

法 

上 

ノ 

問 

題
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三
五



第
八
十
四
條
ニ
付
テ

一
、
貴
院
ニ
ア
ツ
タ
意
見

憲
法
第
五
十
九
條
ノ
解
釋
上
ハ
法
律
案
ニ
付
キ
両
院
ニ
両
院
協
議
會
請
求
権
ヲ
認
メ
テ
可
ナ
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
旨
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス

ル
タ
メ
第
三
項
ヲ
修
正
追
加
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
ノ
用
語
ハ
衆
議
院
云
々
ト
ア
ル
モ
、
コ
レ
ハ
衆
議
院
ノ
ミ
此
ノ
権
限
ア
ル

ヲ
規
定
シ
タ
モ
ノ
デ
ナ
ク
第
二
項
ト
ノ
関
係
上
衆
議
院
ノ
ミ
ニ
関
ス
ル
用
語
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
ニ
依
ツ
テ
参
議
院

ノ
要
求
権
ヲ
否
認
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。

然
ル
ニ
國
會
法
第
八
十
四
條
ハ
参
議
院
ノ
権
利
ヲ
全
然
無
視
シ
テ
衆
議
院
ノ
ミ
ニ
此
ノ
要
求
権
ヲ
認
メ
タ
ル
ハ
不
当
ナ
リ
。

　

二
、
衆
院
ノ
意
見

⑴　

立
法
理
由

憲
法
第
五
十
九
條
ノ
解
釋
上
法
律
案
ニ
付
キ
参
議
院
ニ
協
議
會
請
求
権
ナ
シ
ト
ノ
論
拠
ニ
基
キ
第
八
十
四
條
ヲ
立
案
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
非
ズ
。
第
八
十
四
條
ノ
衆
議
院
ノ
協
議
會
請
求
権
ノ
規
定
ハ
憲
法
第
五
十
九
條
第
二
項
ノ
場
合
ニ
付
テ
ノ
ミ
同
條
第
三
項

ノ
規
定
ニ
基
イ
テ
立
案
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
憲
法
上
何
等
規
定
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
参
議
院
ノ
協
議
會
請
求
権
ニ
付
テ
ハ
特
ニ
之
ヲ

認
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
由
ヲ
発
見
セ
ザ
リ
シ
ノ
ミ
。
故
ニ
〔
憲
法
第
五
十
九
條
〕
第
三
項
ノ
「
法
律
ニ
定
メ
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
リ
」
ト

ア
ル
部
分
ヲ
法
文
化
シ
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ

⑵　

立
法
ノ
本
旨

貴
院
ハ
両
院
ニ
両
院
協
議
會
請
求
権
ヲ
認
ム
ベ
シ
ト
主
張
シ
ソ
レ
ハ
憲
法
第
五
十
九
條
第
二
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
之
ヲ
認
メ
ヨ
ト

ナ
ス
モ
ノ
ノ
如
ク
察
知
セ
ラ
ル
ル
モ
、
然
ラ
バ
両
院
意
見
ヲ
異
ニ
シ
タ
場
合
ニ
於
テ
ハ
衆
参
両
院
各
々
請
求
権
ガ
ア
リ
、
衆
院

ニ
於
テ
其
ノ
必
要
ナ
ク
直
チ
ニ
再
議
決
セ
ム
ト
ス
ル
意
思
ア
ル
場
合
ニ
モ
、
之
ヲ
一
時
留
保
シ
テ
参
院
ヨ
リ
ノ
要
求
に
応
ゼ
ザ

ル
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
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（
イ
）　

此
ノ
点
ハ
本
院
各
派
交
渉
會
ノ
際
金
森
國
務
大
臣
ニ
第
三
項
挿
入
ノ
場
合
「
両
院
協
議
會
ヲ
開
イ
テ
モ
ナ
オ
意
見
一
致

シ
ナ
イ
ト
キ
ハ
」
出
席
議
員
ノ
三
分
ノ
二
云
々
ト
シ
テ
ハ
如
何
ト
注
意
セ
ル
際
憲
法
ニ
協
議
會
ヲ
開
ク
義
務
規
定
ガ
ナ
イ
ノ
ニ

之
ヲ
義
務
付
ケ
ル
コ
ト
ハ
第
二
項
ノ
衆
院
ノ
権
限
ヲ
侵
ス
コ
ト
ニ
ナ
ル
カ
ラ
反
対
デ
ア
ル
ト
サ
レ
タ
趣
旨
ガ
通
ラ
ナ
ク
ナ
ル
。

（
ロ
）　

現
在
ハ
協
議
會
ヲ
求
メ
ル
ノ
ハ
一
院
カ
ラ
デ
ア
ル
ニ
拘
ラ
ズ
同
一
ノ
場
合
ニ
両
院
各
々
此
ノ
権
利
ガ
ア
ル
ト
ス
レ
バ
衆

院
ハ
其
ノ
意
思
ナ
キ
ニ
之
ヲ
要
求
サ
レ
参
院
ニ
意
思
ナ
キ
ニ
要
求
ス
ル
場
合
ア
リ
テ
全
ク
無
益
ト
ナ
ル
。

（
ハ
）　

従
ツ
テ
第
二
項
ノ
本
旨
ヲ
生
カ
シ
而
カ
モ
参
院
ニ
モ
之
ヲ
認
ム
ル
ト
セ
バ
衆
院
ガ
之
ヲ
欲
セ
ザ
ル
場
合
ニ
参
院
ノ
要
求

ヲ
拒
絶
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
コ
ト
ノ
規
定
ト
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

然
リ
ト
セ
バ
衆
院
ノ
欲
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
意
思
ニ
依
リ
開
カ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
衆
院
ノ
ミ
ニ
之
ヲ
与
ヘ
ル
コ
ト
ガ
第
二
項
ノ
趣
旨
ニ

忠
実
ナ
リ
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

⑶　

参
院
ニ
協
議
會
要
求
ヲ
認
ム
ル
ヲ
至
当
ナ
リ
ト
ト
ル
場
合

参
院
先
議
案
ヲ
衆
院
ニ
於
テ
否
決
シ
タ
ル
場
合
ハ
参
院
ノ
意
思
ハ
無
視
サ
レ
タ
マ
マ
ト
ナ
ル
カ
ラ
参
院
ニ
協
議
會
請
求
権
ヲ
与

ヘ
テ
モ
差
支
ヘ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

然
シ
理
論
的
ニ
言
ヘ
バ
衆
院
又
ハ
参
院
デ
最
初
ニ
否
決
シ
タ
場
合
モ
他
院
ノ
意
思
ヲ
聞
イ
テ
イ
ナ
イ
点
ニ
於
テ
同
様
ニ
他
院
カ

ラ
協
議
會
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
ク
ナ
ル
。

然
シ
乍
ラ
苟
ク
モ
一
院
ガ
否
決
ヲ
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
場
合
ニ
ハ
協
議
會
ヲ
求
メ
テ
モ
到
底
妥
協
ニ
困
難
ト
見
テ
現
行
通
リ
之
ヲ
規
定

シ
ナ
カ
ツ
タ
。

ソ
ノ
代
リ
ニ
明
治
憲
法
第
三
十
九
條
ノ
一
事
不
再
議
ノ
規
定
ヲ
削
除
シ
一
院
デ
否
決
シ
タ
ル
モ
ノ
モ
之
ガ
再
提
出
ガ
出
来
ル
カ

ラ
以
上
ノ
場
合
ニ
対
処
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
信
ズ
ル
。

以
上
ガ
本
條
ニ
関
ス
ル
經
緯
デ
ア
ル
。
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七




